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こ
の
覚
書
は
、
組
織
に
於
い
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
活
動
と
呼
ば
れ
る
経
営
管
理
の
あ
る
部
分
の
エ
ソ
セ
ン
ス
の
構
造
と

基
礎
理
論
を
考
え
る
た
め
の
概
念
や
分
析
の
枠
組
を
筆
者
な
り
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
本
質
は
、
階
層
的
な
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
に
於
い
て
下
位
者
に
対
し
て
上
位
者
か
ら
権
限
委
譲
さ
れ
た
意
思
決
定
を
上
位
者
が
コ
ン
ト

・
i
ル
し
て
行
く
と
い
う
所
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
基
本
的
視
点
は
特
に
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
視
点
に
立

っ
て
、
現
実
の
管
理
の
諸
制
度
の
機
能
を
も
統
一
的
に
一
応
の
説
明
が
出
来
る
よ
う
な
分
析
の
枠
組
も
考
え
よ
う
と
し
た
結
果
が
、
こ
の

覚
書
で
あ
る
。

　
前
半
で
は
組
織
に
於
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
を
論
ず
る
た
め
に
最
小
限
に
必
要
な
概
念
的
分
析
枠
組
を
提
示
し
、
更
に

簡
単
な
意
思
決
定
の
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
活
動
の
分
類
を
行
う
。
後
半
で
は
、
現
実
の
組
織
に
於
け
る

管
理
の
諸
制
度
か
ら
得
ら
れ
た
管
理
シ
ス
テ
ム
の
分
類
を
示
し
、
更
に
前
半
の
概
念
モ
デ
ル
（
枠
組
）
を
用
い
て
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
の

機
能
の
一
応
の
説
明
を
試
み
て
み
る
事
と
す
る
。

　
　
　
　
　
ニ
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は

組
織
に
於
け
る
管
理
、
あ
る
い
は
コ
ン
ト
・
i
ル
に
つ
い
て
は
、
様
々
の
分
野
の
学
者
が
様
々
な
観
点
か
ら
論
じ
て
来
て
い
る
。
各
々

の
分
野
で
特
に
強
調
す
る
問
題
が
何
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
分
析
の
視
点
も
微
妙
に
変
化
す
る
。
こ
こ
で
は
、
様
々
な
視
点
か
ら
色
々
に



強
調
さ
れ
て
い
る
「
コ
ン
ト
・
ー
ル
」
と
言
う
概
念
の
一
種
の
シ
ン
セ
シ
ス
と
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
を
考
え
て
み
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
組
織
の
運
営
を
興
味
の
対
象
と
し
て
い
る
様
々
な
学
間
分
野
の
学
者
が
、
「
コ
ン
ト
・
ー
ル
」
あ
る
い
は
「
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ト
・
ー
ル
」
と
言
う
概
念
を
ど
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
か
を
い
く
つ
か
眺
め
て
み
る
事
と
す
る
。
そ
う
す
る
事
に
よ

っ
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
抽
出
し
よ
う
と
言
う
訳
で
あ
る
。

　
経
営
学
の
分
野
で
典
型
的
に
見
ら
れ
る
「
コ
ン
ト
・
ー
ル
」
の
概
念
は
、
恐
ら
く
ク
ー
ン
ツ
と
オ
ド
ン
ネ
ル
の
考
え
方
に
よ
っ
て
代
表

　
　
　
　
　
（
1
）

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
経
営
者
あ
る
い
は
管
理
者
の
職
能
を
次
の
五
つ
の
活
動
に
分
類
す
る
。
五
つ
と
は
、
計
画
、
組
織
化
、
人
員

配
置
、
指
揮
、
コ
ン
ト
・
ー
ル
、
で
あ
る
。
こ
の
分
類
の
内
で
の
コ
ン
ト
・
i
ル
の
定
義
は
、
「
部
下
の
活
動
を
、
様
々
な
事
象
が
計
画

に
合
致
す
る
よ
う
に
せ
し
む
る
た
め
に
、
測
定
し
、
訂
正
す
る
事
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
明
ら
か
に
、
こ
の
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
定
義
は
か
な
り
狭
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
た
る
強
調
点
は
、
「
現
実
の
計
画
へ
の
合
致
」
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
管
理
会
計
の
分
野
で
も
、
こ
れ
と
類
似
し
た
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
概
念
が
用
い
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ド
ー
バ
ッ
チ
目
バ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ン
バ
ー
グ
“
デ
ム
ス
キ
に
よ
れ
ば
、

　
「
コ
ン
ト
・
ー
ル
と
は
、
業
績
の
期
待
と
現
実
の
業
績
が
比
較
さ
れ
、
こ
の
比
較
が
現
実
の
業
績
に
対
す
る
管
理
者
の
適
切
な
措
置
を

　
決
め
る
際
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
あ
る
い
は
プ
・
セ
ス
と
考
え
る
事
が
出
来
る
。
こ
の
措
置
と
は
、
実
行
レ
ベ
ル
に

　
於
け
る
修
正
行
動
だ
け
で
な
く
、
意
思
決
定
レ
ベ
ル
、
計
画
レ
ベ
ル
に
於
け
る
修
正
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
」

．一

ら
の
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
定
義
は
、
い
ず
れ
も
「
コ
ン
ト
・
i
ル
」
と
呼
ば
れ
る
活
動
に
於
い
て
行
わ
れ
る
プ
・
セ
ス
な
い
し
は
手

　
　
　
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の
覚
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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順
を
中
心
に
な
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
三
つ
の
共
通
点
を
持
つ
。
そ
れ
は
、
業
績
の
測
定
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
修
正
行
動
、
で
あ

る
。
基
本
的
に
は
、
乙
の
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
考
え
方
は
工
学
的
な
コ
ン
ト
・
i
ル
観
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
概
念
は
、
工
学

者
の
自
動
制
御
理
論
で
も
中
心
的
地
位
を
占
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
こ
の
工
学
的
考
え
方
に
立
脚
し
て
、
ア
イ
・
ン
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
自
動
制
御
理
論
に
よ
れ
ば
、
コ
ン
ト
・
ー
ル
と
は
調
節
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
標

　
準
通
り
機
能
す
る
よ
う
に
導
く
た
め
に
設
計
さ
れ
た
修
正
行
動
の
事
な
の
で
あ
る
。
蒸
気
機
関
の
調
節
弁
、
船
の
操
舵
手
、
自
動
車
の

　
運
転
者
、
こ
れ
ら
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
の
コ
ン
ト
・
ー
ラ
ー
で
あ
る
。

　
　
修
正
行
動
は
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な
し
に
は
取
り
得
な
い
。
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
目
的
は
、
シ
ス
テ
ム
の
現
況
に
つ
い
て
の
情
報
を
提

　
供
し
、
現
実
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
望
ま
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
水
準
と
の
差
が
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
す
る
事
で
あ
る
。

　
　
こ
の
よ
う
な
概
念
が
経
営
シ
ス
テ
ム
の
研
究
の
た
め
に
使
え
な
い
と
い
う
理
由
は
何
も
な
い
。
管
理
者
は
シ
ス
テ
ム
の
コ
ン
ト
・
ー

　
ラ
ー
で
あ
る
。
そ
の
コ
ン
ト
・
ー
ラ
ー
が
人
間
で
あ
ろ
う
と
機
械
装
置
で
あ
ろ
う
と
、
コ
ン
ト
・
i
ル
機
能
に
関
し
て
、
エ
ッ
セ
ン
シ

　
ャ
ル
か
つ
有
効
な
共
通
の
基
本
的
要
素
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
と
い
う
概
念
を
積
極
的
に
使
い
始
め
た
の
は
、
恐
ら
く
ア
ン
ソ
ニ
！
で
あ
ろ
う
。
彼
は
管
理
会
計
と

経
営
学
の
両
方
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
学
者
で
あ
る
が
、
彼
に
よ
れ
ば
経
営
管
理
活
動
全
体
を
、
戦
略
計
画
プ
ロ
セ
ス
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
、
業
務
的
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
三
つ
の
階
層
か
ら
な
る
も
の
と
考
え
る
。



戦
略
計
画
と
は
、
組
織
の
目
的
、
そ
の
目
的
の
変
更
、
こ
砦
の
昌
護
の
た
め
矯
い
ら
鷲
馨
源
の
取
得
．
婿
。
処
盆

際
し
て
準
拠
す
ぺ
き
方
針
、
な
ど
を
決
定
す
る
プ
・
セ
ス
で
あ
る
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ト
．
ー
ル
と
は
、
懇
目
的
の
達
成
に
際
し
て
資
源
が
有
効
に
か
つ
効
率
的
最
得
え
使
用
え
る
事
春

理
者
が
確
保
す
る
プ
・
セ
ス
で
あ
る
。

業
務
的
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
特
定
の
課
業
が
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
遂
行
さ
れ
る
事
を
確
保
す
る
プ
・
セ
ス
で
あ
る
。

　
こ
の
三
つ
の
プ
ロ
セ
ス
の
問
に
、
明
瞭
な
境
界
を
引
く
事
は
難
し
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
三
つ
の
概
念
に
・
レ
ベ
ル
の
差
と
で
も
言
う

べ
き
も
の
が
存
在
す
る
事
も
ま
た
確
か
で
あ
ろ
う
。

具
体
的
に
、
一
、
、
．
え
ぱ
、
戦
略
計
画
の
例
と
し
て
は
設
備
投
資
や
新
製
品
の
導
入
、
研
究
開
発
筆
関
し
て
の
方
針
決
萎
ど
塞
げ
え

て
い
る
．
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ー
・
↓
の
例
譲
、
予
算
編
成
、
経
墓
績
の
測
定
と
評
価
、
業
務
的
コ
ン
ー
。
ル
に
用
い
る
決

定
ル
ー
ル
の
作
成
な
ど
が
あ
る
．
業
務
的
・
ン
ー
・
↓
の
例
と
し
て
は
、
在
庫
管
理
の
定
型
的
な
も
の
星
空
程
の
管
饗
ど
塞

げ
ら
れ
よ
う
．
マ
ネ
ジ
メ
ン
ー
．
コ
ン
ー
ロ
ー
ル
と
の
比
較
で
一
夏
ば
、
特
定
の
課
萎
対
警
し
、
定
型
性
が
強
く
・
慈
難
の
要

素
が
小
さ
い
管
理
活
動
が
業
務
的
コ
ン
ト
・
i
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の
覚
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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恐
ら
く
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
概
念
の
最
大
の
特
徴
は
、
そ
れ
が
．
）
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
「
目
的
」

を
中
心
窺
定
え
て
い
る
事
・
及
び
こ
の
概
禁
組
織
階
層
の
中
間
レ
ベ
ル
の
活
動
に
イ
ン
プ
ー
シ
ζ
昊
き
く
関
連
し
て
い
る
事
、

こ
の
二
点
で
あ
ろ
う
。

第
一
点
に
つ
い
て
は
2
慧
で
述
べ
た
コ
ン
ト
・
－
ル
概
念
が
、
主
と
し
て
竺
で
用
い
え
て
い
る
手
順
を
忠
鏡
書
れ
て

い
る
事
と
比
べ
れ
ば
・
そ
の
特
色
が
よ
り
は
っ
き
り
し
よ
う
。
更
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ト
。
ー
ル
の
活
動
目
的
に
適
合
す
る
な
ら

ば
・
ど
の
よ
う
な
手
続
や
制
度
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
枠
内
で
扱
う
事
に
な
る
の
も
、
第
一
点
か
ら
出
て
来
る
特
色
で
あ
る
。

　
こ
の
定
義
に
あ
る
よ
う
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
資
源
の
取
得
及
び
使
用
で
あ
り
、
そ
の

取
得
及
び
使
用
は
管
理
者
自
身
が
行
う
の
荏
な
く
、
そ
の
部
下
達
の
行
う
行
為
と
考
え
ら
れ
て
い
る
．
従
．
て
、
・
ン
ト
．
ル
の
対

象
は
、
主
と
し
て
部
下
の
資
源
取
得
及
び
使
用
活
動
と
言
う
事
に
な
る
。

　
組
織
論
の
分
野
で
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
「
影
響
」
と
い
う
概
念
と
殆
ん
ど
同
義
的
に
考
え
る
。
例
え
ば
、
タ
ン
ネ
ン
バ
ウ
ム
に
よ
れ

難　
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
一
人
の
人
間
（
あ
る
い
は
一
つ
の
人
間
集
団
）
が
他
の
人
間
、
グ
ル
ー
プ
あ
る
い
は
組
織
の
行
う
事
を
決
め
た

　
り
、
意
図
的
に
影
響
を
与
え
た
り
す
る
プ
・
セ
ス
で
あ
る
。
」

お
観
点
で
は
～
ン
ト
・
ル
は
人
間
の
間
の
関
係
の
状
態
の
一
つ
を
示
す
も
の
と
至
一
一
口
え
る
．
タ
ン
ネ
ン
バ
ウ
ム
の
．
】
の
抽
象
的
な

定
義
は
、
我
ル
の
以
下
の
議
論
に
と
っ
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
ホ
フ
ス
テ
ッ
ド
は
こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
考
え
方
を
採
用
し
て
、
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

間
の
介
在
し
な
い
コ
ン
ト
・
ー
ル
を
も
含
ん
だ
幅
広
い
定
義
を
行
っ
て
い
る
。



「
組
織
シ
ス
テ
ム
の
内
の
コ
ン
ト
・
ー
ル
と
は
、
シ
ス
テ
ム
の
一

動
に
意
図
的
な
影
響
を
与
え
る
プ
・
セ
ス
で
あ
る
。
」

つ
の
要
素
（
個
人
、
集
団
、
機
械
、
制
度
、
規
範
）
が
他
の
要
素
の
行

　
．
】
れ
ら
の
行
動
科
学
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
観
の
も
た
ら
す
一
つ
の
重
要
な
帰
結
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
が
基
本
的
に
複

数
の
人
間
が
絡
む
も
の
で
あ
り
、
コ
ン
ト
・
i
ル
さ
れ
る
側
の
人
間
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
る
事
と
い
う
認
識
で
あ
ろ
う
。
前

述
の
様
々
な
コ
ン
ト
・
ー
ル
概
念
に
共
通
し
て
欠
け
て
い
る
の
は
、
コ
ン
ト
・
ー
ル
さ
れ
る
側
の
人
間
的
要
素
を
表
立
っ
て
取
り
入
れ
る

事
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
経
済
学
者
は
コ
ン
ト
・
ー
ル
に
つ
い
て
、
ま
た
違
っ
た
視
点
を
強
調
す
る
よ
う
で
あ
る
。
ア
ロ
ウ
に
よ
れ
ば
、

　
「
組
織
コ
ン
ト
・
ー
ル
と
は
、
組
織
の
目
的
関
数
を
最
大
化
す
る
た
め
に
、
組
織
の
成
員
の
足
並
み
を
如
何
に
整
え
る
か
、
の
問
題
で

　
あ
る
。
」

．一

一
で
も
、
タ
ン
ネ
ン
パ
ウ
ム
や
ホ
フ
ス
テ
ッ
ド
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
複
数
の
人
間
が
対
象
と
な
る
事
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
特
に
、
ア
。
ウ
の
揚
合
、
組
織
成
員
の
間
の
活
動
の
「
調
整
」
に
強
調
が
お
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
事
実
・
こ
の
引
用
し
た

論
文
に
於
い
て
、
ア
ロ
ウ
は
も
っ
ぱ
ら
価
格
シ
ス
テ
ム
と
い
う
、
市
揚
経
済
の
基
本
的
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
議
論
を
集
中
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
三
　
概
念
的
枠
組

さ
て
、

前
節
に
於
い
て
、
様
凌
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
見
方
を
概
観
し
た
訳
だ
が
、

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の
覚
書

こ
の
節
で
は
、

こ
の
様
々
な
見
方
、

七
五



図1　コントローノレ・プロセス

一
橋
大
学
研
究
年
報

コントローフー
フ

指令

イ
『
ド
ノ
く

ツ

ク

業務プロセス
↑
パフォーマンス

商
学
研
究
　
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

　
　
　
定
義
を
包
括
的
に
捉
え
、
各
々
の
見
方
の
間
の
相
互
関
係
を
も
明
ら
か
に
出
来
る
よ
う
な
大
き

　
　
　
な
概
念
的
枠
組
を
作
っ
て
み
よ
う
。
そ
う
す
る
事
に
よ
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ト
・
ー
ル

　
　
　
と
は
一
体
何
の
事
な
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
か
な
り
鮮
明
な
答
を
出
せ
る
で
あ
ろ
う
。

．
薗

標
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、

i
ラ
ー
と
業
務
プ
・
セ
ス
か
ら
な
る
）

　
こ
の
枠
組
の
中
で
コ
ン
ト
・
i
ル
が
存
在
す
る
基
本
的
理
由
は
不
確
定
性
あ
る
い
は
不
完
全
な
知
識
し
か
コ
ン
ト
・
ー
ラ
ー
が
持
っ
て

い
な
い
事
に
あ
る
。
そ
の
不
完
全
知
識
は
、
ω
業
務
プ
・
セ
ス
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
そ
の
も
の
に
関
す
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
　
図
環
境
条
件

の
動
向
に
関
す
る
も
の
か
、
更
に
は
そ
の
両
者
に
つ
い
て
の
不
確
定
性
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

　
そ
の
不
確
定
性
の
故
に
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
測
定
、
そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
そ
れ
を
使
っ
て
の
修
正
行
動
の
決
定
、
と
言
っ
た
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
一
連
の
プ
・
セ
ス
が
必
要
と
な
る
訳
で
あ
る
。
こ
の
全
体
の
関
係
を
図
示
す
れ
ば
、
図
1
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
ク
・

　
　
ま
ず
、
前
節
で
の
叙
述
の
順
序
に
従
っ
て
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
“
修
正
行
動
と
い
う
コ
ン
ト

　
・
ー
ル
概
念
に
登
揚
す
る
「
役
者
」
と
そ
の
演
技
の
「
ス
テ
ー
ジ
」
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
事
か

ら
始
め
よ
う
。

　
　
こ
こ
で
は
、
次
の
三
つ
の
要
素
が
基
本
的
重
要
性
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
コ
ン
ト
・

　
ー
ラ
i
、
業
務
（
執
行
）
プ
・
セ
ス
、
環
境
で
あ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
は
、
自
分
が
コ
ン
ト

　
・
i
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
プ
・
セ
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
関
し
て
、
何
ら
か
の
目

　
　
　
　
コ
ン
ト
・
1
ー
ラ
ー
自
身
の
行
動
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
（
コ
ン
ト
・

シ
ス
テ
ム
の
環
境
の
動
向
か
ら
も
影
響
を
受
け
る
。



ー
ズ
ド
。
ル
ー
プ
の
コ
ン
ト
・
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
。
こ
の
図
に
於
い
て
、
「
指
令
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
、

計
画
さ
れ
た
行
動
も
、
そ
の
後
の
修
正
行
動
も
含
む
。
但
し
、
動
態
的
な
プ
ロ
セ
ス
に
於
い
て
は
、
こ
の
二
つ
の
間
の
区
別
は
必
ず
し
も

は
っ
き
り
し
な
い
。

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
図
－
の
よ
う
な
見
方
に
対
し
て
、
タ
ン
ネ
ン
パ
ウ
ム
な
ど
の
見
方
が
投
げ
か
け
る
基
本
的
な
問
題
点
は
、
組
織

活
動
の
特
徴
で
あ
る
多
人
数
性
（
複
数
の
人
間
が
登
揚
す
る
と
い
う
事
）
が
明
示
的
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
図
－
の
業

務
プ
ロ
セ
ス
を
何
ら
か
の
物
理
的
プ
・
セ
ス
と
考
え
、
コ
ン
ト
・
ー
ラ
ー
を
人
間
と
考
え
る
と
、
組
織
論
的
な
見
方
は
こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
の
行
動
に
影
響
を
与
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
も
う
一
人
の
人
間
の
存
在
を
明
確
に
認
識
す
る
事
を
我
々
に
要
請
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

　
殆
ん
ど
全
て
の
組
織
活
動
が
階
層
的
性
格
を
持
つ
事
を
考
慮
し
て
、
こ
こ
で
の
コ
ン
ト
・
ー
ラ
ー
を
下
位
者
、
も
う
一
人
の
人
間
の
方

を
上
位
者
と
呼
ぶ
事
と
し
よ
う
。
階
層
的
な
経
営
シ
ス
テ
ム
で
は
、
業
務
プ
・
セ
ス
を
コ
ン
ト
・
i
ル
す
る
権
限
は
何
ら
か
の
形
で
下
位

者
に
対
し
て
上
位
者
か
ら
委
譲
さ
れ
て
お
り
、
上
位
者
と
し
て
は
、
下
位
者
の
業
務
プ
・
セ
ス
の
コ
ン
ト
・
ー
ル
活
動
の
成
果
に
興
味
を

持
つ
訳
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
下
位
者
と
彼
の
受
持
で
あ
る
業
務
プ
・
セ
ス
の
全
体
を
上
位
者
に
と
っ
て
の
業
務
プ
・
セ
ス
と
考
え
、
こ
こ
に
図
－
の
よ

う
な
ク
ロ
ー
ズ
ド
．
ル
ー
プ
の
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
考
え
方
を
適
用
し
て
み
よ
う
。
す
る
と
、
我
々
は
図
2
の
よ
う
な
、
コ
ン
ト
・
ー
ル
・

プ
ロ
セ
ス
の
重
合
モ
デ
ル
と
で
も
呼
ぶ
ぺ
き
枠
組
を
得
る
事
と
な
る
。
い
わ
ば
、
工
学
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
観
と
、
組
織
論
的
な
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
観
の
結
合
さ
れ
た
枠
組
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の
覚
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究
　
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
具
体
的
な
例
を
用
い
て
、
図
2
の
枠
組
を
説
明
し
て
み
よ
う
。
今
、
工
揚
に
於
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
娯
生
産
活
動
の
例
を
考
え
、
工
場
長
を
上
位
者
、
現
場
の
職
長
を
下
位
者
と
考
え
る
。
生

　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
産
の
プ
・
セ
ス
が
職
長
の
監
督
下
に
あ
る
業
務
プ
・
セ
ス
で
あ
る
。
環
境
変
数
と
し
て

　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務

合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曝
は
・
資
材
の
質
、
機
械
の
性
能
、
故
障
の
発
生
、
等
々
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。
職

　
重
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
長
の
任
務
は
、
与
え
ら
れ
た
組
織
目
標
に
適
う
よ
う
こ
の
生
産
プ
・
セ
ス
を
コ
ン
ト
・

　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

ト
　
　
　
　
　
　
卸
－
ル
し
て
行
く
事
で
あ
る
．
こ
の
コ
ン
ト
・
ル
の
過
崔
於
い
て
、
職
長
は
生
産
の

　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位

　
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の
様
々
な
詳
細
な
報
告
を
受
け
取
り
、
ま
た
自
ら
現
揚
の
状
況
の

　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻
観
察
を
行
う
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
が
職
長
に
と
っ
て
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
形
成
す
る
。

図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枠
そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
基
づ
い
て
、
職
長
は
適
宣
に
行
動
を
取
っ
て
行
く
訳
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
他
方
・
工
揚
長
の
管
理
活
動
は
と
い
う
と
、
典
型
的
に
は
職
長
の
取
っ
て
い
る
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
活
動
が
組
織
目
標
に
適
う
も
の
で
あ
る
事
を
確
か
め
、
工
揚
長
が
受
け
取
る
様
々
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
情
報
に
基
づ
い
て
必
要

な
修
正
行
動
を
職
長
に
対
し
て
取
っ
て
行
く
と
い
う
事
に
な
ろ
う
。
こ
の
時
、
工
揚
長
の
行
動
は
あ
く
ま
で
職
長
に
対
す
る
行
動
で
あ
る

事
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
直
接
的
に
生
産
プ
ロ
セ
ス
に
働
き
か
け
る
訳
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
工
場
長
を
職
長
と
基
本
的
な
生
産
プ
ロ
セ
ス
か
ら
な
る
よ
り
大
き
な
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
と
考
え
る
事

が
出
来
る
。
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
活
動
は
、
単
に
職
長
に
対
す
る
命
令
と
言
っ
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
職
長
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
．
シ

ス
テ
ム
を
操
作
す
る
と
言
っ
た
よ
う
な
も
の
も
含
め
て
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
活
動
が
含
ま
れ
得
る
。
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
、
工
場
長
の
コ

上位者
フィードバック

下位者
フイードバック

パフォーマンス業務プロセス
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ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
職
長
に
よ
る
生
産
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
コ
ン
ト
・
ー
ル
す
る
事
に
中
心
が
あ
る
、
と
言
う
事
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間

に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
が
、
工
学
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
を

峻
別
す
る
最
も
基
本
的
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
上
位
者
の
立
揚
か
ら
す
る
と
、
下
位
者
に
よ
る
業
務
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
手
段
と
し
て
様
々
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
中
に
は
、
上
位
者
の
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
対
象
と
な
る
大
き
な
業
務
プ
・
セ
ス
が
人
間
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
大
き
く
依

存
す
る
よ
う
な
手
段
も
あ
る
。
例
え
ば
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
言
う
問
題
は
、
物
理
的
な
業
務
プ
・
セ
ス
を
扱
う
限
り
全
く
出
て
来
な
い
。

　
も
と
よ
り
、
図
1
の
よ
う
な
単
純
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
工
学
的
観
点
か
ら
出
て
く
る
よ
う
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
手
段
も
、
図
2
で
も

あ
り
得
る
。
例
え
ば
工
揚
長
が
、
職
長
に
対
し
て
直
接
的
に
生
産
の
や
り
方
の
指
令
を
出
す
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ

の
コ
ン
ト
・
ー
ル
手
段
を
論
ず
る
だ
け
な
ら
ば
図
2
の
枠
組
は
必
要
な
い
が
、
広
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
全
般
を
説
明
す
る

に
は
、
図
2
の
よ
う
な
重
合
モ
デ
ル
が
是
非
必
要
と
な
る
。
図
2
で
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
直
接
的
対
象
と
な
っ
て
い
る
下
位
者
と
い
う
人
間

は
、
自
分
の
個
人
的
目
的
と
学
習
能
力
を
持
ち
、
ま
た
感
情
も
有
す
る
。
単
な
る
物
理
的
存
在
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
は
、
工
学
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
よ
り
も
格
段
に
複
雑
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
図
2
の
枠
組
も
ま
だ
十
分
に
一
般
的
と
は
言
え
な
い
。
ア
・
ウ
の
強
調
点
と
し
て
例
示
し
た
、
組
織
に
於
け
る
調
整
の
間
題

を
扱
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
扱
う
為
に
は
、
少
な
く
と
も
も
う
一
人
の
役
者
（
下
位
者
）
と
、
そ
の
ス
テ
ー
ジ
（
下
位
者
に
任
さ

れ
た
業
務
プ
・
セ
ス
）
が
必
要
と
な
る
。
そ
し
て
、
調
整
の
問
題
と
は
、
複
数
の
下
位
者
が
各
々
の
業
務
プ
・
セ
ス
を
コ
ン
ト
・
ー
ル
す
る

際
に
行
う
活
動
や
努
力
が
下
位
者
相
互
間
で
足
並
み
の
揃
っ
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
と
す
る
問
題
、
と
い
う
事
に
な
ろ
う
。
図
3

　
　
　
　
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の
覚
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
九



図3マネジメント・コントロールの枠組
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環境
20

下位者同士の問の矢印ほ，二人の間の直接的なコミュニケーションを示す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
O

は
、
調
整
の
問
題
を
考
慮
し
、
最
も
シ
ン
プ
ル
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ー
コ
ン
ト
・
ー
ル

の
枠
組
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
階
層
の
数
、
下
位
者
の
数
も
い
ず
れ
も
2
で
あ
る
。

勿
論
、
現
実
の
組
織
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
の
シ
ス
テ
ム
は
、
階
層

の
数
も
、
各
階
層
に
属
す
る
人
と
業
務
プ
・
セ
ス
の
数
も
、
い
ず
れ
も
か
な
り
大
き

い
。
し
か
し
、
概
念
的
枠
組
と
し
て
は
、
図
3
か
ら
の
拡
張
は
も
は
や
量
的
拡
張
で
、

質
的
に
は
図
3
に
エ
ッ
セ
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
図
3
の
枠
組
は
、
組
織
の
経
営
管
理
活
動
の
全
領
域
の
内
の
ア
ン
ソ
ニ
ー
が
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
呼
ぶ
も
の
を
説
明
す
る
枠
組
と
考
え
て
よ
い
。
一
人

の
上
位
者
、
二
人
の
下
位
者
、
二
つ
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
、
環
境
、
こ
れ
ら
が
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
を
包
括
的
に
説
明
し
得
る
最
小
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
な
要

素
で
あ
る
。

　
こ
の
枠
組
に
よ
っ
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
構
造
は
一
応
基
本
的

に
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ま
と
め
る
と
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
と
は
、
「
階
層
的
な
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
に
於
い
て
、
下
位
者
に
対
し
て

権
限
委
譲
さ
れ
た
意
思
決
定
を
上
位
者
が
コ
ン
ト
・
i
ル
す
る
事
」
、
と
言
う
事
に

な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
他
人
に
任
せ
た
意
思
決
定
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
の
で
あ
る
。
次



の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、
こ
の
枠
組
の
中
の
主
役
た
る
上
位
者
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
の
た
め
に
行
う
活
動
を
よ
り
詳
し
く

論
ず
る
事
で
あ
る
。
こ
の
活
動
の
事
を
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
活
動
と
呼
ぴ
、
次
節
で
そ
れ
を
扱
う
と
し
よ
う
・

　
　
　
　
　
四
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
活
動

　
二
つ
の
タ
イ
プ
の
働
き
か
け

　
前
節
の
議
論
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
に
於
い
て
、
下
位
者
に
委
譲
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
も
の
は
、
業
務
活
動
と
我
々
が
呼
ぶ
も
の
の
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
意
思
決
定
プ
・
セ
ス
で
あ
る
。

　
ア
あ
下
位
者
に
よ
る
決
定
プ
・
セ
ス
に
対
し
て
、
上
位
者
の
側
か
ら
行
う
働
き
か
け
は
、
大
別
し
て
次
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
考
え

る
事
が
出
来
る
。

　
一
つ
は
、
様
々
な
形
で
下
位
者
の
決
定
プ
・
セ
ス
に
上
位
者
に
と
っ
て
望
ま
し
い
影
響
を
与
え
て
行
こ
う
と
す
る
タ
イ
プ
の
働
き
か
け

で
あ
る
。
意
思
決
定
権
限
の
委
譲
を
前
提
と
し
た
上
で
の
影
響
活
動
と
い
う
事
で
、
間
接
的
な
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
の
タ
イ
プ
の
働
き
か
け
は
、
も
っ
と
直
接
的
か
つ
積
極
的
な
も
の
で
、
下
位
者
に
直
接
的
に
あ
る
特
定
の
行
動
命
令
を
出
し
た
り
、

そ
の
下
位
者
の
能
力
等
を
評
価
し
て
彼
に
委
譲
さ
れ
て
い
る
意
思
決
定
プ
・
セ
ス
を
今
後
も
そ
の
人
間
に
委
譲
す
ぺ
き
か
ど
う
か
の
チ
ェ

ッ
ク
を
行
う
、
と
い
っ
た
タ
イ
プ
の
働
き
か
け
で
あ
る
。
直
接
命
令
の
揚
合
に
は
、
意
思
決
定
権
限
の
委
譲
が
一
時
的
に
ス
ト
ッ
プ
す
る

訳
で
あ
る
し
、
委
譲
の
継
続
を
す
る
べ
き
か
ど
う
か
の
評
価
に
於
い
て
も
、
権
限
委
譲
そ
の
も
の
の
有
無
が
間
題
に
な
っ
て
い
る
訳
で
あ

る
。
従
っ
て
、
．
）
の
第
二
の
タ
イ
プ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
は
、
権
限
委
譲
そ
の
も
の
に
関
わ
る
働
き
か
け
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
　
　
　
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の
覚
書
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八
二

　
以
下
で
は
、
ま
ず
第
一
の
タ
イ
プ
、
つ
ま
り
意
思
決
定
権
限
の
委
譲
を
前
提
と
し
た
上
で
の
影
響
活
動
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て

の
議
論
を
展
開
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
活
動
の
分
類
を
行
い
た
い
。
そ
の
後
で
第
二
の
タ
イ
プ
の
活
動
に
つ
い
て
も
触
れ
、

全
体
と
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
活
動
の
構
図
を
作
っ
て
み
る
事
と
す
る
。

影
響
活
動
の
対
象

　
下
位
者
の
決
定
プ
・
セ
ス
ヘ
の
影
響
活
動
を
詳
細
に
考
え
る
為
に
、
ま
ず
下
位
者
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
意
思
決
定
プ
・
セ
ス
の
一
般
的

な
モ
デ
ル
を
考
え
、
そ
の
モ
デ
ル
の
様
々
な
要
因
に
対
し
て
上
位
者
は
ど
の
よ
う
な
影
響
活
動
を
行
い
得
る
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
図
4
は
下
位
者
の
行
動
の
モ
デ
ル
の
大
枠
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
に
任
さ
れ
た
業
務
プ
・
セ
ス
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
行
動

の
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
の
図
の
各
ス
テ
ッ
プ
を
適
切
に
実
行
す
る
た
め
に
は
、
下
位
者
に
と
っ
て
様
々
な
要
因
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
ま
ず
、
1
　
必
要
性
の
認
識
プ
・
セ
ス
に
於
い
て
は
、

　
　
　
1
ー
　
フ
ィ
ー
ド
パ
ッ
ク
情
報

　
　
　
1
2
　
認
識
基
準

　
　
　
1
3
　
知
覚
能
力

と
い
う
三
つ
の
要
因
に
重
要
な
も
の
を
絞
る
事
が
出
来
よ
う
。

　
1
1
に
つ
い
て
は
特
に
説
明
の
必
要
は
あ
る
ま
い
。
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
情
報
の
有
無
、
あ
る
い
は
そ
の
質
の
良
悪
は
、
下
位
者
の
決
定

プ
・
セ
ス
全
体
の
成
否
を
決
め
る
鍵
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
情
報
の
な
い
所
に
意
思
決
定
は
な
い
。



　
し
か
し
、
単
に
情
報
が
あ
る
だ
け
で
は
下
位
者
に
適
切
な
行
動
を
起
こ
さ
し
め
る
の
に
は
十
分
で
は
な
い
。
下
位
者
が
そ
の
情
報
を
適

切
に
解
釈
し
、
適
切
な
タ
イ
プ
の
行
動
の
必
要
性
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
1
2
、
1
3
と
い
う
要
因
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
行
動
の
必
要
性
は
、
下
位
者
が
自
分
の
所
へ
集
ま
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
情
報
を
何
ら
か
の
基
準
に
基
づ
い
て
取
捨
選
択

を
行
っ
た
後
に
は
じ
め
て
認
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
に
用
い
ら
れ
る
基
準
が
、
そ
の
具
体
的
な
形
態
は
ど
う
で
あ
れ
、
こ
こ
で

認
識
基
準
（
1
2
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
認
識
基
準
へ
の
上
位
者
に
よ
る
影
響
活
動
の
一
つ
の
例
が
、
下
位
者
の
業
績
の
期
待
さ
れ
る
水
準
あ
る
い
は
許
容
水
準
を
上
位
者

が
伝
達
す
る
と
い
う
行
動
で
あ
る
。
上
位
者
と
し
て
は
、
そ
の
業
績
水
準
が
達
せ
ら
れ
そ
う
に
な
い
よ
う
な
事
を
示
唆
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
ク
情
報
を
下
位
者
が
受
け
取
っ
た
時
に
、
下
位
者
が
新
た
な
行
動
の
必
要
性
を
自
覚
す
る
事
を
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
待
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。

動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
の
要
因
（
知
覚
能
力
）
も
当
然
に
重
要
で
あ
る
。
同
じ
情
報
を
受
け
取
っ
て
も
、
能
力
の
差

　
哺者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
っ
て
そ
の
情
報
か
ら
何
を
つ
か
む
か
は
異
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
．
）
の
要
因
に
対
す
る
影

　
位
　
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
活
動
と
し
て
は
様
々
な
形
で
の
教
育
訓
練
が
挙
げ
ら
れ
る
。
教
育
に
つ
い
て
は
、
後
で
ま
と
め
て

　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触
れ
る
事
と
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
4
の
第
二
の
プ
・
セ
ス
（
意
思
決
定
）
に
つ
い
て
は
、
既
に
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
た
意
思
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論
の
モ
デ
ル
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
用
い
て
影
響
活
動
の
対
象
に
な
る
要
因
の
分
類
を
行
お
う
。

　
　
　
　
　
マ
ネ
ジ
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書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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1行動の必要性の認識

II行動の選択（意思決定）

III実 行
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八
四

　
こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
意
思
決
定
者
は
、
「
選
択
可
能
な
代
替
案
」
の
中
か
ら
、
そ
の
代
替
案
の
も
た
ら
す
「
結
果
」
（
「
環
境
の
状
態
」
に
も

依
存
す
る
）
を
自
己
の
「
目
的
」
に
照
ら
し
て
評
価
し
て
、
選
択
を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
モ
デ
ル
の
よ
う
に
、
H
　
意

思
決
定
を
考
え
る
と
、
次
の
5
つ
の
要
因
が
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
重
要
な
要
因
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
よ
う
。

HHHHH54321
下
位
者
の
（
個
人
的
）
目
的

代
替
案
（
の
集
合
）

代
替
案
の
（
下
位
者
に
）
も
た
ら
す
結
果

環
境
に
関
す
る
情
報

情
報
処
理
（
意
思
決
定
）
能
力

　
こ
の
よ
う
な
要
因
を
重
要
な
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
る
背
後
に
は
、
下
位
者
の
意
思
決
定
は
基
本
的
に
は
自
分
自
身
の
個
人
的
目
的
に

最
も
適
っ
た
も
の
（
効
用
の
最
大
化
で
あ
る
か
満
足
化
で
あ
る
か
を
間
わ
ず
）
を
選
択
す
る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
る
と
い
う
仮
定
が
あ
る
。

こ
の
点
を
明
瞭
に
さ
せ
る
た
め
に
も
、
H
－
の
目
的
と
、
H
3
の
結
果
を
分
離
し
て
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
要
因
は
、
決

定
理
論
風
に
言
え
ば
、
効
用
関
数
と
結
果
（
あ
る
い
は
ペ
イ
オ
フ
）
に
相
当
す
る
。
も
と
よ
り
、
結
果
の
大
小
が
目
的
の
達
成
度
に
大
き

な
関
わ
り
を
持
つ
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
個
人
の
目
的
（
H
1
）
は
恐
ら
く
多
元
的
で
あ
る
の
が
一
般
的
で
、
金
銭
的
な
欲
望
の
充
足
、
将
来
の
地
位
の
上
昇
に
関
わ
る
欲
望
、

あ
る
い
は
周
囲
の
人
達
と
良
好
な
人
間
関
係
を
保
つ
と
い
う
社
会
的
性
格
を
持
つ
目
的
、
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
り
得
る
。
こ
れ
ら
の
多



元
的
な
目
的
の
総
合
的
な
も
の
が
、
∬
1
で
掲
げ
ら
れ
た
個
人
的
目
的
の
含
意
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
■
3
結
果
と
は
、
下
位
者
が
各
々
の
代
替
案
を
選
択
す
る
事
に
よ
っ
て
、
究
極
的
に
ど
の
よ
う
な
結
果
が
自
分
自
身

に
は
ね
返
っ
て
く
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
下
位
者
へ
の
結
果
は
、
下
位
者
の
取
る
行
動
が
ど
の
程
度
組
織
目
標
の
達
成

に
貢
献
す
る
か
に
大
き
く
依
存
す
る
に
違
い
な
い
。
例
え
ば
、
業
績
に
応
じ
た
ボ
ー
ナ
ス
の
量
は
、
こ
の
結
果
の
一
例
で
あ
る
。
あ
る
い

は
、
将
来
の
プ
・
モ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
と
い
っ
た
変
数
も
こ
の
結
果
変
数
の
例
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
、
下
位
者
が
取
る
行
動
が
組
織

の
成
果
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
の
成
果
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
プ
・
セ
ス
を
通
じ
て
、

究
極
的
に
下
位
者
に
と
っ
て
の
結
果
に
つ
な
が
る
訳
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
下
位
者
は
自
分
の
個
人
的
目
的
に
だ
け
興
味
を
持
ち
、
そ
の
目
的
関
数
に
入
っ
て
来
る
結
果
変
数
に
だ
け
眼
を
向
け
る

と
い
う
分
析
枠
組
の
設
定
は
、
一
見
し
た
所
極
端
な
設
定
の
よ
う
に
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
下
位

者
が
組
織
目
標
を
自
己
の
目
的
か
の
如
く
に
考
え
て
行
動
す
る
よ
う
な
揚
合
は
、
組
織
目
標
が
下
位
者
へ
の
何
ら
か
の
影
響
活
動
の
結
果

と
し
て
個
人
的
目
的
に
内
在
化
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
考
え
れ
ば
よ
い
。
行
動
原
理
は
依
然
と
し
て
個
人
的
目
的
の
追
求
で
あ
る
と
考
え
、
む

し
ろ
何
故
組
織
目
標
が
内
在
化
さ
れ
る
の
か
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
方
が
よ
り
実
り
多
い
議
論
に
つ

な
が
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
個
人
的
目
的
へ
の
影
響
活
動
は
、
恐
ら
く
す
ぐ
れ
て
心
理
的
、
社
会
的
な
プ
・
セ
ス
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
比
ぺ
れ
ば
、
下
位
者
に
と
っ

て
の
結
果
へ
の
影
響
活
動
は
か
な
り
即
物
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
設
計
と
運
用
は
、
こ
の
結
果
へ

の
影
響
活
動
の
好
例
で
あ
る
。
目
的
と
結
果
と
い
う
二
つ
の
要
因
の
間
で
、
そ
の
各
々
に
影
響
を
与
え
る
た
め
の
活
動
の
タ
イ
プ
が
か
な
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り
異
な
る
の
も
、
こ
の
二
つ
の
要
因
を
別
々
に
考
察
す
る
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

　
結
果
へ
の
影
響
活
動
の
議
論
は
、
H
1
の
目
的
関
数
が
一
応
確
定
し
た
後
に
は
じ
め
て
意
味
の
あ
る
議
論
が
出
来
る
と
い
っ
て
差
し
支

え
な
い
。
目
的
関
数
に
入
る
変
数
の
み
が
下
位
者
に
と
っ
て
の
結
果
変
数
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
金
銭
的
欲
望
の
な
い
下
位
者
の

行
動
を
コ
ン
ト
・
ー
ル
す
る
の
に
ボ
ー
ナ
ス
や
賃
金
の
制
度
を
間
題
に
す
る
事
の
愚
か
さ
を
考
え
れ
ば
は
っ
き
り
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
H
1
目
的
と
∬
3
結
果
の
間
の
区
別
は
そ
れ
程
明
確
に
は
つ
け
ら
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
ふ
つ
う
は
、
経
営
管

理
論
に
於
け
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
議
論
は
、
こ
の
二
つ
の
要
因
へ
の
影
響
活
動
を
同
時
に
扱
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
図
4
の
下
位
者
の
行
動
の
モ
デ
ル
の
最
後
の
プ
・
セ
ス
、
皿
　
実
行
プ
・
セ
ス
で
は
、

　
　
　
皿
－
　
実
行
能
力

が
重
要
な
要
因
で
あ
ろ
う
。
こ
の
能
力
と
し
て
は
、
特
定
の
課
業
遂
行
の
た
め
の
肉
体
的
な
ス
キ
ル
や
知
的
な
ス
キ
ル
ぱ
か
り
で
な
く
、

人
間
関
係
の
ス
キ
ル
な
ど
も
組
織
に
於
い
て
は
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
。

　
影
響
活
動
の
方
法

　
以
上
に
述
べ
た
下
位
者
の
行
動
の
様
々
な
要
因
に
対
し
て
、
上
位
者
は
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
通
じ
て
影
響
活
動
を
行
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
方
法
の
内
に
は
、
通
常
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
一
部
と
し
て
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
よ

う
な
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
前
節
の
よ
う
な
包
括
的
な
枠
組
が
あ
れ
ば
こ
そ
様
麦
な
影
響
活
動
の
相
互
関
連
が
統
一
的
な
視
野
の
下
に

収
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
あ
ま
り
伝
統
的
な
分
類
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
議
論
を
進
め
て
み
た
い
。



　
ま
ず
、
情
報
へ
の
影
響
で
あ
る
が
、
図
4
の
下
位
者
の
行
動
モ
デ
ル
に
は
2
ケ
所
で
情
報
が
登
揚
し
た
。
1
1
と
H
4
で
あ
る
。
こ
の

二
つ
を
ま
と
め
て
、

　
　
　
ω
　
情
報
へ
の
影
響
活
動

と
い
う
の
が
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
上
位
者
と
し
て
は
、
こ
の
影
響
活
動
を
二
つ
の
レ

ペ
ル
で
行
い
得
る
。

　
下
位
者
を
取
り
巻
く
環
境
の
内
で
か
な
り
・
ー
カ
ル
な
、
業
務
的
部
分
に
つ
い
て
は
、
下
位
者
の
方
が
上
位
者
よ
り
も
質
量
共
に
情
報

を
よ
り
多
く
持
っ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
も
、
上
位
者
に
よ
る
情
報
影
響
活
動
は
可
能
で
あ
る
。
下
位
者
が

使
用
す
る
業
務
レ
ベ
ル
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置
や
改
善
に
対
し
て
、
上
位
者
は
承
認
権
を
持
つ
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
れ
を
承
認
し
た

り
、
変
更
さ
せ
た
り
す
る
事
に
よ
っ
て
、
下
位
者
の
業
務
情
報
の
取
得
可
能
性
に
影
響
を
与
え
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
在
庫
や
売
上
債
権
管
理
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
に
、
そ
の
主
た
る
使
用
者
が
業
務
レ
ベ
ル
の
担
当
者
で
あ
る
よ
う
な
情
報
シ
ス
テ
ム

の
設
置
の
問
題
が
ま
さ
し
く
こ
の
例
で
あ
る
。
下
位
者
の
用
い
る
情
報
の
質
と
量
を
高
め
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
承
認
す
る
事
に
よ
り
、

組
織
の
効
率
が
上
る
事
が
期
待
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。

　
情
報
影
響
活
動
の
第
二
の
レ
ベ
ル
と
は
、
上
位
者
が
下
位
者
の
意
思
決
定
に
と
っ
て
有
用
な
よ
り
よ
い
情
報
を
持
っ
て
い
る
揚
合
で
あ

る
。
こ
の
時
、
そ
の
情
報
を
下
位
者
に
伝
え
る
事
に
よ
り
（
あ
る
い
は
、
定
常
的
に
こ
の
よ
う
な
事
態
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
時
に
は
、

上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
の
情
報
伝
達
の
シ
ス
テ
ム
を
作
る
事
に
よ
り
）
、
情
報
影
響
活
動
は
行
わ
れ
る
。
更
に
は
、
上
位
者
（
あ
る
い
は

そ
の
ス
タ
ッ
フ
）
の
方
が
よ
り
よ
い
情
報
を
組
織
外
部
か
ら
入
手
し
た
り
、
作
り
出
し
た
り
す
る
事
が
出
来
る
場
合
に
は
、
外
部
情
報
の
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入
手
あ
る
い
は
情
報
生
産
の
シ
ス
テ
ム
を
作
る
事
も
、
情
報
影
響
活
動
の
一
つ
と
考
え
る
事
が
出
来
よ
う
。

　
例
え
ば
、
マ
ク
・
経
済
や
企
業
の
属
す
る
産
業
の
需
要
動
向
、
外
国
為
替
市
揚
の
動
向
と
言
っ
た
タ
イ
プ
の
外
部
情
報
は
、
組
織
体
の

中
央
部
で
作
ら
れ
て
、
し
か
る
の
ち
に
下
位
者
の
手
元
に
伝
達
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
報
生
産
と
伝
達
の
シ
ス
テ
ム

が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
組
織
の
成
果
を
決
め
る
決
め
手
に
な
る
事
も
十
分
に
あ
り
得
る
。

　
図
3
の
よ
う
な
枠
組
を
考
え
る
時
、
上
位
者
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
情
報
伝
達
は
、
単
に
「
よ
り
よ
い
情
報
の
提
供
」
と
い
う
目
的
を
持

つ
だ
け
で
は
な
い
事
が
察
せ
ら
れ
る
。
異
な
っ
た
下
位
者
の
間
の
「
情
報
統
一
」
も
情
報
伝
達
の
一
つ
の
大
き
な
役
割
な
の
で
あ
る
。
多

く
の
下
位
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
同
じ
環
境
に
関
し
て
バ
ラ
バ
ラ
な
情
報
を
持
っ
て
行
動
す
る
場
合
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
一
応
の
情
報
面
で

の
統
一
が
と
れ
た
上
で
各
下
位
者
が
行
動
す
る
揚
合
の
方
が
「
調
整
」
と
い
う
面
で
よ
り
望
ま
し
い
事
は
容
易
に
知
ら
れ
る
。

　
企
業
の
予
算
編
成
プ
・
セ
ス
な
ど
で
は
、
予
算
編
成
を
各
部
門
で
ま
ず
行
う
事
が
多
い
の
だ
が
、
そ
の
際
で
も
、
予
算
編
成
の
前
提
に

な
る
環
境
予
測
に
つ
い
て
は
、
本
社
が
こ
れ
を
提
供
す
る
事
が
多
い
。
こ
の
情
報
提
供
は
、
ま
さ
し
く
「
各
部
門
が
独
自
で
環
境
予
測
を

行
う
よ
り
も
ベ
タ
ー
な
情
報
の
本
社
に
よ
る
提
供
」
と
「
各
部
門
間
で
の
情
報
統
一
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
持
つ
情
報
影
響
活
動
な
の

で
あ
る
。

　
次
に
、
1
2
認
識
基
準
に
対
し
て
は
、

　
　
　
図
　
認
識
基
準
へ
の
影
響
活
動

を
考
え
る
事
が
出
来
る
。
こ
れ
は
、
多
く
の
揚
合
、
下
位
者
に
期
待
さ
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
水
準
を
上
位
者
と
下
位
者
の
間
で
何
ら

か
の
形
で
確
定
さ
せ
、
そ
れ
を
両
者
に
明
ら
か
と
す
る
事
に
よ
り
行
わ
れ
る
。
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
水
準
を
維
持
な
い
し
超
え
る
事



が
出
来
る
か
否
か
が
、
下
位
者
に
よ
る
行
動
の
必
要
性
の
認
識
を
起
こ
さ
し
め
る
一
つ
の
決
め
手
と
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
目
標
に
よ
る
管
理
（
竃
ゆ
コ
p
㎝
．
ヨ
。
目
け
ξ
○
げ
一
。
＆
＜
。
匂
。
）
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
管
理
手
法
の
一
つ
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
下
位
者
の

認
識
基
準
を
自
己
申
告
に
よ
る
目
標
設
定
と
い
う
形
で
下
位
者
に
明
確
に
意
識
さ
せ
、
更
に
は
目
標
レ
ベ
ル
の
最
終
確
定
に
至
る
ま
で
に

上
位
者
が
．
｝
の
認
識
基
準
の
レ
ベ
ル
に
何
が
し
か
の
影
響
力
を
行
使
で
き
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
作
り
を
し
て
い
る
所
に
あ
る
。
ま
さ
し
く
、

認
識
基
準
へ
の
影
響
活
動
が
「
目
標
に
よ
る
管
理
」
の
一
つ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
な
の
で
あ
る
。

　
既
に
触
れ
た
た
よ
う
に
、

　
　
　
圖
　
下
位
者
の
目
的
へ
の
影
響
活
動

は
極
め
て
心
理
的
、
社
会
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
時
、
最
も
強
力
な
影
響
活
動
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
組

織
へ
の
忠
誠
心
、
組
織
目
標
と
の
一
体
化
、
上
位
者
の
目
的
の
下
位
者
に
よ
る
内
在
化
、
な
ど
は
す
べ
て
こ
の
目
的
影
響
活
動
の
結
果
と

し
て
生
ま
れ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
目
的
影
響
活
動
の
具
体
的
な
例
と
し
て
は
、
例
え
ぱ
社
内
教
育
に
よ
る
企
業
の
経
営
理
念
の
周
知
徹
底
と
愛
社
精
神
の
函
養
、
と
か
、

組
織
体
内
部
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
グ
ル
ー
プ
を
通
じ
て
新
規
参
入
者
（
例
え
ば
新
入
社
員
）
へ
の
一
種
の
社
会
化
作
用
を
行
う
事
・
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
、
経
営
参
加
制
度
の
促
進
に
よ
っ
て
、
組
織
目
標
を
下
位
者
に
よ
り
よ
く
理
解
さ
せ
、
か
つ
そ
の
組
織
目
標

が
下
位
者
の
個
人
的
目
的
に
転
化
す
る
よ
う
努
力
す
る
事
も
、
目
的
影
響
活
動
の
例
と
考
え
る
事
が
出
来
よ
う
。

　
次
に
、
上
位
者
に
よ
る

　
　
　
側
　
代
替
案
へ
の
影
響
活
動
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の
例
と
し
て
は
、
最
も
基
本
的
な
も
の
と
し
て
組
織
構
造
の
設
計
が
挙
げ
ら
れ
る
。
誰
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
権
限

を
持
つ
か
を
定
め
る
事
が
組
織
構
造
の
根
本
問
題
と
す
れ
ば
、
組
織
設
計
と
は
即
ち
、
各
下
位
者
に
対
し
て
組
織
あ
る
い
は
上
位
者
が
各

人
の
考
慮
す
べ
き
代
替
案
の
範
囲
の
枠
を
示
す
事
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
通
常
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
別
に

議
論
さ
れ
る
事
が
多
い
が
、
組
織
設
計
は
、
極
め
て
基
本
的
な
代
替
案
へ
の
影
響
活
動
で
あ
る
。

　
下
位
者
の
取
り
得
る
代
替
案
に
、
上
位
者
が
何
ら
か
の
制
約
条
件
を
課
す
と
い
う
形
で
代
替
案
へ
の
影
響
活
動
が
行
わ
れ
る
事
も
多
い
。

例
え
ば
、
部
門
の
達
成
す
べ
き
最
低
利
益
の
明
示
と
か
、
下
位
者
に
使
用
を
許
さ
れ
た
資
金
量
の
上
限
を
定
め
る
、
と
か
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
制
約
条
件
を
課
す
と
い
う
よ
う
な
影
響
活
動
は
、
「
調
整
」
と
呼
ば
れ
る
管
理
活
動
の
結
果
と
し
て
行
わ
れ
る
影
響
活
動
で
あ
る

事
が
多
い
。
企
業
の
保
有
す
る
希
少
な
資
源
を
そ
れ
を
欲
す
る
企
業
内
の
諸
部
門
へ
の
配
分
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
作
り
や
具
体
的
な
調
整

活
動
は
上
位
者
の
大
き
な
任
務
の
一
つ
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
は
代
替
案
へ
の
影
響
活
動
と
解
す
事
が
出
来
る
。

　
代
替
案
の
影
響
活
動
の
一
つ
の
極
端
な
形
が
、
上
位
者
に
よ
っ
て
下
位
者
の
行
動
に
対
す
る
直
接
的
介
入
が
あ
っ
て
、
下
位
者
の
取
り

得
る
行
動
の
選
択
の
余
地
が
殆
ん
ど
な
く
な
る
揚
合
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
命
令
と
か
指
令
と
か
と
我
々
が
通
常
考
え
る
も
の
の
大
半
は

こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
直
接
介
入
は
、
実
質
的
に
下
位
者
へ
の
権
限
委
譲
が
一
時
的
に
せ
よ
ス
ト
ッ
プ
す
る
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
単
な
る

影
響
活
動
と
は
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
後
に
改
め
て
こ
れ
を
取
り
上
げ
る
事
と
す
る
。

　
　
　
㈲
　
結
果
へ
の
影
響
活
動

は
、
恐
ら
く
ふ
つ
う
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
議
論
に
最
も
よ
く
出
て
く
る
タ
イ
プ
の
影
響
活
動
で
あ
ろ
う
。
組
織
に
属
す

る
下
位
者
が
重
要
と
思
う
結
果
に
は
、
大
別
し
て
二
つ
の
タ
イ
プ
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
上
位
者
の
影
響
活
動
の
タ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

イ
プ
も
異
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
「
結
果
」
の
二
つ
の
タ
イ
プ
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
第
一
の
タ
イ
プ
の
結
果
は
、
組
織
あ
る
い
は
上
位
者
が
下
位
者
に
与
え
る
様
凌
な
形
の
報
賞
あ
る
い
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
で
あ
る
。

可
能
な
代
替
案
の
い
ず
れ
か
を
取
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
組
織
へ
の
成
果
が
異
な
り
、
そ
の
組
織
成
果
の
大
小
等
に
よ
っ
て

下
位
者
の
受
け
取
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
ペ
イ
メ
ン
ト
の
量
が
変
っ
て
く
る
訳
で
あ
る
。

　
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
種
類
と
し
て
は
、
金
銭
的
な
も
の
、
金
銭
以
外
の
物
質
的
な
も
の
、
将
来
の
地
位
と
い
っ
た
昇
進
に
関
す
る
も
の
、

現
在
す
ぐ
に
支
払
い
の
行
わ
れ
る
も
の
、
将
来
に
支
払
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
等
々
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
考
え
ら
れ

得
る
。

　
ボ
ー
ナ
ス
制
度
、
業
績
に
応
じ
た
昇
進
の
制
度
、
な
ど
が
典
型
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
の
例
で
、
い
ず
れ
も
、
こ
の
第
一

の
タ
イ
プ
の
結
果
に
影
響
を
与
え
る
事
を
主
た
る
目
的
と
し
て
上
位
者
に
よ
り
設
計
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
が
重
要
性

を
持
つ
か
ら
こ
そ
、
業
績
の
測
定
と
い
う
活
動
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
に
於
い
て
一
つ
の
中
心
的
問
題
と
な
る
訳
で
あ
る
。

　
第
二
の
タ
イ
プ
の
結
果
は
、
下
位
者
を
取
り
巻
く
組
織
内
の
集
団
に
於
け
る
社
会
関
係
、
人
間
関
係
の
面
で
の
結
果
で
あ
る
。
様
々
な

代
替
案
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
か
に
よ
り
、
そ
の
選
択
を
行
う
下
位
者
に
対
し
て
彼
の
周
囲
の
集
団
が
ど
の
よ
う
な
制
裁
を
加
え
、
あ

る
い
は
ど
の
よ
う
な
優
遇
を
す
る
か
、
と
言
っ
た
、
極
め
て
社
会
学
的
な
意
味
で
の
下
位
者
に
と
っ
て
の
代
替
案
の
も
た
ら
す
結
果
で
あ

る
。　

こ
の
タ
イ
プ
の
結
果
は
、
上
位
者
が
直
接
的
に
左
右
す
る
自
由
と
能
力
を
持
た
ず
、
あ
く
ま
で
下
位
者
の
属
す
る
集
団
の
彼
に
対
す
る

態
度
や
出
方
に
依
存
す
る
。
も
し
上
位
者
が
こ
の
タ
イ
プ
の
結
果
に
影
響
を
与
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
下
位
者
の
属
す
る
集
団
の
構
成
や
そ

　
　
　
　
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の
覚
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
一
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の
メ
ン
バ
ー
の
態
度
に
影
響
を
与
え
る
事
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
な
る
訳
で
、
迂
回
的
な
影
響
活
動
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
例
を
挙
げ
て
こ
の
二
つ
の
タ
イ
プ
の
結
果
と
そ
れ
へ
の
影
響
活
動
の
方
法
を
説
明
し
て
み
よ
う
。

　
今
、
あ
る
生
産
に
従
事
す
る
労
働
者
を
下
位
者
と
考
え
る
。
彼
の
生
産
性
（
例
え
ば
作
業
速
度
）
に
上
位
者
と
し
て
は
興
味
が
あ
り
、
こ

れ
が
下
位
者
に
任
さ
れ
た
業
務
の
、
組
織
の
立
揚
か
ら
の
成
果
で
あ
る
と
す
る
。
下
位
者
と
し
て
は
、
自
分
の
作
業
速
度
を
ど
の
程
度
に

す
る
か
が
代
替
案
の
選
択
の
問
題
と
な
る
。

　
第
一
の
タ
イ
プ
の
結
果
の
例
は
、
作
業
速
度
に
応
じ
た
能
率
給
と
い
う
金
銭
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
で
あ
る
。
標
準
作
業
速
度
を
上
廻
る

事
が
出
来
る
か
ど
う
か
と
言
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
能
率
給
制
度
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
は

上
位
者
が
直
接
的
に
操
作
可
能
な
制
度
で
あ
る
。

　
第
二
の
タ
イ
プ
の
結
果
の
例
と
し
て
は
、
こ
の
下
位
者
の
選
択
す
る
作
業
速
度
に
対
し
て
彼
の
周
囲
の
労
働
者
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を

示
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
こ
の
下
位
者
を
社
会
的
に
そ
の
集
団
内
で
ど
の
よ
う
に
遇
す
る
か
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
自
分
の
能
率

給
を
増
加
さ
せ
る
事
に
ば
か
り
熱
心
な
下
位
者
が
作
業
速
度
を
周
囲
の
労
働
者
よ
り
も
か
な
り
早
い
レ
ベ
ル
で
選
択
を
す
る
と
、
そ
れ
は

彼
ら
に
も
適
用
さ
れ
る
標
準
作
業
速
度
の
上
昇
を
招
き
、
彼
ら
の
金
銭
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
減
少
さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
す
と
し
よ
う
。

そ
の
時
、
こ
の
下
位
者
は
仲
間
う
ち
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
り
、
彼
の
集
団
内
社
会
関
係
が
損
な
わ
れ
る
事
が
あ
り
得
る
。
こ
の
点
を

考
え
れ
ば
、
下
位
者
と
し
て
は
、
あ
ま
り
作
業
速
度
を
早
く
し
な
い
方
が
二
種
類
の
結
果
の
総
合
と
し
て
は
ベ
タ
ー
か
も
知
れ
な
い
。
こ

の
例
で
は
、
「
自
己
の
属
す
る
集
団
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
」
が
、
第
二
の
タ
イ
プ
の
結
果
に
な
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
人
間
関
係
、
社
会
関
係
を
ど
の
程
度
重
要
視
す
る
か
は
下
位
者
の
個
人
的
性
格
や
目
的
に
よ
っ
て
変
り
得
る
が
、
こ
の
第
二
の
タ
イ



プ
の
結
果
が
多
く
の
下
位
者
に
と
っ
て
行
動
選
択
の
重
要
な
要
因
で
あ
る
事
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。

　
さ
て
、
下
位
者
の
能
力
と
い
う
問
題
が
、
図
4
の
モ
デ
ル
で
は
三
ケ
所
に
わ
た
っ
て
出
て
来
た
。
知
覚
能
力
、
情
報
処
理
能
力
、
実
行

能
力
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
能
力
に
つ
い
て
も
、

　
　
　
㈲
　
能
力
へ
の
影
響
活
動

が
上
位
者
の
行
動
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
最
も
基
本
的
な
方
法
は
教
育
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
教
育
、
オ
ン
ザ
ジ
。

ブ
の
教
育
、
自
己
啓
発
的
な
教
育
、
の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
。
あ
る
い
は
、
企
業
特
有
な
教
育
で
も
・
一
般
性
の
あ
る
教
育
で

も
、
能
力
へ
の
影
響
活
動
と
考
え
ら
れ
る
。

既
に
、
目
的
轟
活
動
の
手
段
と
し
て
の
教
育
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
実
際
、
企
業
の
行
う
警
活
動
の
ゑ
籍
は
・
目
的
影
響
活

動
で
も
あ
り
、
能
諺
響
活
動
で
も
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
の
参
加
者
相
互
間
の
コ
ミ
、
ニ
ケ
↓
・
ン
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
籍
も
持

つ
。
こ
の
よ
う
に
多
元
的
性
格
を
持
つ
教
育
活
動
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
活
動
と
し
て
議
論
さ
れ
る
事
は
多
く
な
い
が
・
そ

の
果
し
得
る
潜
在
的
役
割
の
大
き
さ
を
考
え
る
と
、
我
々
の
広
義
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
活
動
の
枠
の
内
に
含
め
て
論
じ
る

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

直
接
介
入
と
選
別

以
上
に
述
べ
て
来
た
影
響
活
動
は
、
図
3
の
よ
う
な
業
務
プ
・
セ
ス
の
権
限
委
譲
が
下
位
者
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
事
を
前
握
し

て
の
影
響
活
動
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の
覚
書
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既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
権
限
委
譲
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
下
位
者
へ
の
上
位
者
か
ら
の
働
き
か
け
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ト
・

ー
ル
活
動
と
し
て
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
ω
　
直
接
介
入

　
　
　
㈲
　
選
別

の
二
つ
が
そ
の
主
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
、
ω
直
接
介
入
が
叫
代
替
案
へ
の
影
響
活
動
の
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
事
は
既
に
述
べ
た
。
こ
の
直
接
介
入
は
、
命
令
、
指
令
で

あ
り
・
図
1
の
よ
う
な
単
純
な
フ
ィ
ー
ド
パ
ッ
ク
意
思
決
定
過
程
に
於
け
る
コ
ン
ト
・
i
ラ
ー
か
ら
業
務
プ
・
セ
ス
ヘ
の
指
令
と
同
じ
概

念
と
考
え
て
よ
い
。
図
2
の
よ
う
な
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
重
合
モ
デ
ル
で
我
々
は
い
ま
考
え
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
下
位
者
に
委
譲
さ
れ
た

コ
ン
ト
・
ー
ル
・
プ
・
セ
ス
で
自
由
裁
量
の
余
地
が
小
さ
け
れ
ば
、
こ
の
図
に
於
け
る
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
の
働
き
か
け
（
矢
印
）
は

直
接
介
入
と
い
う
色
彩
を
強
く
帯
び
る
事
に
な
ろ
う
。
逆
に
、
自
由
裁
量
の
余
地
が
大
き
け
れ
ば
、
上
位
者
か
ら
の
下
位
者
へ
の
働
き
か

け
は
影
響
活
動
と
し
て
の
色
彩
を
濃
く
し
て
行
く
で
あ
ろ
う
。

　
図
2
あ
る
い
は
図
3
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
下
位
者
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
プ
ロ
セ
ス
（
二
重
枠
の
部
分
）
か
ら
上
位
者
へ
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
情
報
の
一
つ
の
大
き
な
目
的
は
、
こ
の
直
接
介
入
の
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
判
断
材
料
を
逐
次
提
供
す
る
事
に
あ
る
。

下
位
者
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
活
動
が
満
足
す
べ
き
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
時
に
は
上
位
者
は
直
接
介
入
の
必
要
を
認
め
な
い
で
あ

ろ
う
。
こ
の
下
位
者
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
上
位
者
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
情
報
シ
ス
テ
ム
が
、
組
織
の
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
の
一
部
と
し
て

の
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
の
中
心
的
部
分
の
一
つ
に
な
る
事
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
為
に
は
、
恐
ら
く
下
位
者
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
業



績
の
測
定
が
一
つ
の
べ
ー
ス
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
業
績
測
定
が
㈲
結
果
へ
の
影
響
活
動
の
一
つ
の
基
礎
資
料
に
な
り
、
従
っ
て
こ
の
測
定

問
題
に
上
位
者
、
下
位
者
双
方
の
大
き
な
興
味
が
集
中
す
る
事
は
既
に
述
べ
た
。
ω
直
接
介
入
の
為
に
も
、
や
は
り
業
績
測
定
が
重
要
な

役
割
を
果
す
。
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
活
動
全
体
の
中
で
、
業
績
測
定
の
果
す
役
割
は
実
に
大
き
い
の
で
あ
る
。

　
㈹
選
別
と
は
、
ま
ず
第
一
に
、
下
位
者
の
適
性
の
チ
ェ
ッ
ク
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
昇
進
、
配
置
換
え
な
ど
の
上
位
者
の
行
動
の
事
を

指
す
。
第
二
義
的
に
は
、
下
位
者
に
任
さ
れ
た
個
々
の
業
務
プ
・
セ
ス
が
ど
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
切
な
コ
ン
ト
・

ー
ル
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
下
位
者
の
適
性
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
と
言
っ
た
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
も
こ
の
選
別
と
い
う
行
動
の
内

に
含
ん
で
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
下
位
者
の
適
性
の
チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
時
、
二
つ
の
選
別
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
下
位
者
の
能
力
に
つ
い
て
の
選
別
で
あ
る
。
図
4
の

モ
デ
ル
に
従
え
ば
、
知
覚
能
力
、
情
報
処
理
能
力
、
実
行
能
力
な
ど
が
そ
の
選
別
の
対
象
と
な
る
。
も
う
一
つ
は
、
下
位
者
の
持
っ
て
い

る
個
人
的
目
的
に
つ
い
て
の
選
別
で
あ
る
。
組
織
目
的
あ
る
い
は
上
位
者
の
目
的
と
一
体
化
し
た
、
そ
の
意
味
で
「
望
ま
し
い
考
え
方
を

し
て
い
る
」
下
位
者
が
誰
か
、
「
望
ま
し
く
な
い
」
個
人
的
目
的
を
持
っ
て
い
る
下
位
者
は
誰
か
、
の
選
別
で
あ
る
。
こ
の
選
別
活
動
の

善
悪
は
と
も
か
く
と
し
て
、
組
織
に
於
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
活
動
が
、
現
実
に
は
こ
の
よ
う
な
選
別
を
含
む
も
の
で
あ

る
事
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
選
別
活
動
は
、
そ
う
簡
単
に
費
用
を
か
け
ず
に
実
行
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
選
別
の
対
象
と
な
る
能
力
や
目
的
に
個
人
間

差
異
が
大
き
い
事
も
言
を
侯
た
な
い
。
組
織
内
の
人
事
考
課
シ
ス
テ
ム
の
目
的
は
単
純
に
言
え
ば
こ
の
選
別
で
あ
ろ
う
。
図
2
、
図
3
の

上
位
者
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
情
報
の
目
的
の
一
つ
も
、
こ
の
選
別
の
た
め
の
情
報
提
供
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
再
び
、
下
位
者
の
業
績
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測
定
が
大
き
な
問
題
と
し
て
浮
び
上
っ
て
来
る
。

　
下
位
者
の
業
績
測
定
と
そ
れ
に
基
づ
く
業
績
評
価
は
、
㈲
結
果
へ
の
影
響
活
動
、
ω
直
接
介
入
、
圖
選
別
、
と
様
々
な
タ
イ
プ
の
機
能

を
持
つ
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
さ
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
中
心
的
部
分
の
一
つ
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
五
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム

　
前
節
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
れ
ば
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
と
は
階
層
的
な
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
に
於
け
る
、
委
譲
さ
れ
た

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
コ
ン
ト
・
ー
ル
で
あ
る
。
環
境
等
の
不
確
定
性
を
明
示
的
に
考
慮
に
入
れ
る
我
々
の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
（
下

位
者
の
）
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
（
上
位
者
に
よ
る
）
コ
ン
ト
・
ー
ル
が
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
る
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
活
動
と
し
て
は
、

　
　
　
コ（71〔6）（5）（4）（31（2）（

認
識
基
準
へ
の
影
響
活
動

情
報
へ
の
影
響
活
動

目
的
へ
の
影
響
活
動

代
替
案
へ
の
影
響
活
動

結
果
へ
の
影
響
活
動

能
力
へ
の
影
響
活
動

直
接
介
入



　
　
　
圖
　
選
別

が
図
3
、
図
4
の
枠
組
を
用
い
て
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
要
約
す
れ
ぱ
、
影
響
、
直
接
介
入
、
選
別
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー

ル
の
三
大
活
動
と
言
う
事
に
な
ろ
う
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
と
は
、
上
位
者
が
こ
れ
ら
の
活
動
を
遂
行
す
る
の
を
助
け
、
こ
れ
ら
の
目
的
の
た
め
に

情
報
収
集
を
行
い
、
か
つ
ま
た
下
位
者
同
士
の
間
の
情
報
の
流
れ
を
よ
く
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
事
で
あ
る
。

　
現
実
の
組
織
体
で
は
、
図
3
の
よ
う
な
二
階
層
二
下
位
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
・
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
多
階
層
多
人

数
の
シ
ス
テ
ム
が
通
常
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
は
、
あ
る
階
層
で
上
位
者
と
考
え
る
事
の
出
来
る
人
間
も
、
そ
の
上
の
階
層

と
の
間
の
関
係
で
は
下
位
者
と
な
っ
た
り
、
ま
た
そ
の
逆
の
現
象
も
生
じ
得
る
。
こ
の
階
層
の
連
結
体
に
於
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン

ト
・
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
組
織
体
全
体
と
し
て
の
全
体
像
は
か
な
り
複
雑
な
も
の
と
な
る
事
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
節
で
は
、
現

実
の
組
織
体
に
於
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
・
シ
ス
テ
ム
と
思
わ
れ
る
も
の
を
幾
つ
か
の
主
た
る
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
に
分
類

し
て
、
各
々
の
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
前
節
ま
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
・
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
機
能
を
前
節
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
活
動
と
対
応
さ
せ
て
考
察
し
て
み
た
い
。
以
下
に
提
示
す

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
の
た
め
の
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
の
分
類
は
筆
者
の
現
実
観
察
を
基
に
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
、
必
ず
し

も
包
括
的
な
分
類
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
の
た
め
の
主
要
な
制
度
は
網
羅
し
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の
覚
書

九
七
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サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
の
分
類

こ
こ
で
は
、
マ
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・
コ
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八

ン
ト
ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
次
の
八
つ
の
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
か
ら
成
る
も
の
と
考
え
て
み
る
。

責
任
シ
ス
テ
ム

業
績
測
定
シ
ス
テ
ム

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
シ
ス
テ
ム

目
標
設
定
シ
ス
テ
ム

標
準
業
務
手
続
シ
ス
テ
ム

教
育
シ
ス
テ
ム

情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

人
事
考
課
シ
ス
テ
ム

　
こ
の
八
つ
の
外
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
問
題
が
生
じ
る
最
も
基
本
を
な
し
て
い
る
、
組
織
内
の
権
限
委
譲
の
あ
り
様

の
体
系
が
基
盤
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

　
　
　
権
限
と
役
割
の
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
組
織
構
造
の
問
題
と
し
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
前
提
と
な
る
「
枠
」
に
つ
い

て
の
シ
ス
テ
ム
と
考
え
た
方
が
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
一
応
こ
の
節
で
の
議
論
に
は
含
め
な
い
事
と
し
た
い
。



　
組
織
を
意
思
決
定
の
シ
ス
テ
ム
あ
る
い
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
見
な
す
、
近
代
組
織
論
の
一
つ
の
考
え
方
に
立
て
ば
、
権
限
と
役
割
の
体

系
の
間
題
は
、
こ
の
意
思
決
定
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
の
よ
う
に
構
成
し
、
そ
の
内
部
の
分
割
と
連
結
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
の
問
題
と

な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
⑥
～
㈲
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
問
題
は
、
こ
の
分
割
さ
れ
、
構
造
づ
け
ら
れ
た
意
思

決
定
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
ど
の
よ
う
に
有
効
に
機
能
さ
せ
て
行
く
か
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
間
題
で
あ
る
。
人
間
が
重
要
な
要
素
と
な
っ
て

い
る
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
権
限
と
役
割
分
担
の
体
系
の
構
造
を
定
め
れ
ば
そ
れ
で
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク
が
正
常
に
作
動
す
る
と
は
限
ら

な
い
。
そ
こ
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
必
要
が
生
じ
て
来
る
理
由
が
あ
る
。

　
さ
て
、
⑥
～
㈲
の
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
の
内
で
、
⑥
と
㈲
は
極
め
て
基
礎
的
な
役
割
を
果
す
シ
ス
テ
ム
で
、
残
り
の
6
シ
ス
テ
ム
（
⑥
～

G
D
）
の
為
の
枠
や
基
盤
（
と
な
る
デ
ー
タ
）
を
提
供
す
る
も
の
と
考
え
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。

　
⑥
責
任
シ
ス
テ
ム
と
は
、
下
位
者
各
人
が
組
織
全
体
の
成
果
を
構
成
す
る
様
々
な
要
素
の
内
、
ど
の
部
分
に
つ
い
て
貴
任
を
持
っ
て
い

る
か
を
規
定
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
部
門
の
長
の
責
任
が
そ
の
部
門
の
上
げ
る
利
益
に
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
売
上
高

に
あ
る
の
か
、
人
材
育
成
と
言
っ
た
よ
う
な
事
柄
に
も
明
示
的
に
責
任
を
持
た
せ
る
の
か
、
と
い
っ
た
よ
う
な
点
を
規
定
す
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
各
下
位
者
に
与
え
ら
れ
る
権
限
と
役
割
分
担
の
シ
ス
テ
ム
と
当
然
に
深
い
関
連
を
持
つ
。
権
限
と
責
任
の
一
致
と

言
う
事
は
、
管
理
の
原
則
と
し
て
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
下
位
者
の
責
任
と
な
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
変
数
の
測
定
の
困
難
さ
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
、
権
限
と
責
任
の
完
全
な
一
致
を
得
る
事
は
難
し
い
。
権
限
以
上
の
責
任
を
持
た
せ
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
作
り
も
事
実
上
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
利
益
管
理
の
強
化
の
た
め
に
、
販
売
活
動
に
つ
い
て
の
権
限
を
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も
た
な
い
製
造
部
門
の
長
に
対
し
て
そ
の
部
門
の
挙
げ
る
内
部
利
益
を
責
任
の
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
規
定
す
る
揚
合
が
こ
れ
に
該
当

す
る
。
工
揚
を
独
立
採
算
制
と
す
る
の
は
よ
く
見
ら
れ
る
管
理
方
式
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
責
任
シ
ス
テ
ム
の
設
計
は
そ
れ
程
単
純
な
問
題
で
は
な
く
、
か
つ
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
設
計
が
㈲
～
㈲
の
シ
ス
テ
ム
設
計

の
土
台
と
な
る
と
言
う
意
味
で
、
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

　
㈲
業
績
測
定
シ
ス
テ
ム
は
、
⑥
で
定
め
ら
れ
た
下
位
者
の
貴
任
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
変
数
の
内
で
、
計
量
的
な
測
定
が
可
能
な
も
の
に
つ

い
て
、
そ
の
測
定
の
方
法
を
定
め
、
ま
た
そ
の
測
定
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
具
体
例
と
し
て
は
、
様
々
な
内
部
会
計
制
度
を
思
い
浮

べ
れ
ば
よ
い
。
測
定
は
、
測
定
す
る
事
自
体
に
目
的
が
あ
る
訳
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
も
⑥
以
下
の
シ
ス
テ
ム
の
た
め
の
基
礎

デ
ー
タ
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
⑥
で
定
め
ら
れ
た
責
任
パ
フ
ォ
；
マ
ン
ス
変
数
の
内
に
は
、
直
接
的
に
計
量
的
測
定
を
行
う
事
が
難
し
い
も
の
も
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、

人
材
育
成
と
い
う
責
任
変
数
は
そ
の
例
で
あ
る
。
そ
の
揚
合
に
は
、
上
位
者
に
よ
る
観
察
と
い
う
非
計
量
的
プ
・
セ
ス
に
よ
っ
て
責
任
の

達
成
度
の
確
認
の
努
力
を
行
う
事
が
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
責
任
変
数
が
影
響
を
与
え
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
計
量
可
能
な
変

数
の
測
定
を
行
う
事
に
よ
っ
て
、
代
理
的
測
定
を
行
う
事
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
既
に
前
節
で
も
述
ぺ
た
如
く
、
業
績
測
定

は
様
々
な
意
味
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
の
中
心
的
か
つ
基
礎
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
一
つ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
変
数
で
も
、

そ
の
測
定
方
法
に
は
様
々
な
代
替
的
方
法
が
あ
る
事
は
、
会
計
学
に
於
け
る
利
益
測
定
の
方
法
に
つ
い
て
の
様
々
な
議
論
を
見
て
も
明
ら

か
で
あ
る
。
業
績
測
定
シ
ス
テ
ム
の
役
割
が
大
き
い
だ
け
に
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
具
体
的
設
計
は
重
要
な
問
題
と
な
る
。

　
⑥
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
と
は
、
組
織
が
下
位
者
に
与
え
る
様
々
な
形
で
の
報
賞
の
シ
ス
テ
ム
の
事
で
あ
る
。
金
銭
的
報
酬
だ



け
で
な
く
、
昇
進
と
言
っ
た
地
位
に
関
す
る
報
賞
等
々
、
広
範
囲
に
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
賃
金
の
形
態
（
例
え
ば
、
時
間
給
か
能
率
給

か
）
、
ボ
ー
ナ
ス
制
度
、
人
事
昇
進
の
制
度
等
は
こ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
の
具
体
例
で
あ
る
。

　
⑥
目
標
設
定
シ
ス
テ
ム
は
、
下
位
者
の
行
動
目
標
（
例
え
ば
年
度
あ
る
い
は
月
次
の
業
績
目
標
）
の
設
定
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
事
で
あ
る
。

目
標
に
よ
る
管
理
制
度
に
於
け
る
自
己
申
告
に
よ
る
目
標
設
定
シ
ス
テ
ム
や
、
経
営
計
画
制
度
の
中
で
、
部
門
間
の
調
整
や
組
織
全
体
の

目
標
と
の
調
整
を
行
い
な
が
ら
各
組
織
単
位
や
下
位
者
の
行
動
目
標
を
設
定
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
、
こ
の
目
標
設
定
シ
ス
テ
ム
の

例
で
あ
る
。
各
人
の
目
標
の
相
互
整
合
性
、
上
位
者
に
よ
る
下
位
者
の
目
標
設
定
へ
の
方
向
付
け
、
自
己
の
目
標
設
定
へ
の
下
位
者
の
参

加
と
動
機
づ
け
、
な
ど
が
こ
の
目
標
設
定
シ
ス
テ
ム
の
設
計
の
際
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
企
業
組
織
に
於
け
る
経
営
計
画
の
プ
・
セ
ス
の
最
大
の
特
徴
は
、
恐
ら
く
そ
れ
が
目
標
設
定
の
プ
・
セ
ス
で
あ
る
事
で
あ
ろ
う
。
計
画

期
間
中
の
各
部
門
に
於
け
る
事
業
活
動
が
、
相
互
に
整
合
性
を
も
ち
、
ま
た
そ
こ
に
働
く
人
々
の
活
動
を
有
効
に
動
機
づ
け
る
事
が
キ
イ

　
　
　
　
　
（
9
）

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
経
営
計
画
シ
ス
テ
ム
を
敢
え
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
の
一
つ

と
し
て
取
り
上
げ
ず
、
目
標
設
定
シ
ス
テ
ム
の
一
部
と
し
て
位
置
付
け
る
事
と
し
た
。

　
組
織
体
が
、
そ
の
構
成
員
の
な
す
べ
き
課
業
や
活
動
の
内
容
に
影
響
を
与
え
た
い
時
に
、
そ
の
課
業
に
つ
い
て
の
標
準
的
な
作
業
内
容

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
手
続
通
り
に
作
業
を
す
れ
ば
標
準
的
な
環
境
の
下
で
は
十
分
で
あ
る
よ
う
に
す
る
事
が
あ
る
。

そ
れ
が
、
㈲
標
準
業
務
手
続
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
十
分
に
そ
の
効
果
を
発
揮
す
る
の
は
、
主
と
し
て
定
型
性
の
強
い
課

業
に
従
事
す
る
、
組
織
階
層
の
低
い
下
位
者
に
対
し
て
で
あ
ろ
う
。
下
位
者
の
行
動
の
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
ぺ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ト
・
ー
ル
に
つ
い
て
の
覚
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
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既
に
前
節
で
再
三
触
れ
た
よ
う
に
、
ω
教
育
シ
ス
テ
ム
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
活
動
の
一
翼
を
担
う
重
要
な
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
こ
こ
で
言
う
教
育
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
教
育
訓
練
、
自
己
啓
発
、
オ
ン
ザ
ジ
ョ
ブ
の
教
育
、
い
ず
れ
も
含
む
と
考
え
て
よ
い
。
あ

る
い
は
、
更
に
広
く
考
え
れ
ば
、
形
の
上
で
は
職
揚
を
離
れ
た
個
人
的
交
際
の
プ
・
セ
ス
を
通
し
て
行
わ
れ
る
様
々
な
形
で
の
感
化
と
い

う
現
象
（
先
輩
の
後
輩
に
対
す
る
感
化
、
下
位
者
相
互
の
感
化
）
も
、
教
育
シ
ス
テ
ム
の
一
部
を
事
実
上
形
成
し
て
い
る
訳
で
あ
ろ
う
。

　
⑧
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
が
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
為
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
事
は
今
更
言
う
ま
で
も
な
い
。
上
位
者
で

あ
れ
下
位
者
で
あ
れ
、
情
報
は
意
思
決
定
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
の
拡
が
り
が
極
め
て
大

き
な
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
内
訳
を
更
に
細
分
類
し
て
考
え
る
の
が
、
分
り
易
い
で
あ
ろ
う
。
図
3
の
枠
組
を
基
に
、
情
報
伝
達
の

方
向
を
、
ω
下
位
者
か
ら
上
位
者
へ
、
③
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
、
個
下
位
者
相
互
間
、
の
三
つ
に
分
け
て
考
え
て
み
る
事
と
す
る
。

　
ω
下
位
者
か
ら
上
位
者
へ
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
は
、
下
位
者
の
担
当
す
る
環
境
に
つ
い
て
上
位
者
が
知
っ
て
お
く
ぺ
き
事
態
が
発
生

し
た
揚
合
（
あ
る
い
は
発
生
が
予
想
さ
れ
る
揚
合
）
に
そ
れ
を
伝
達
し
た
り
、
あ
る
い
は
下
位
者
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
定
期
・
不
定
期

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
情
報
の
伝
達
を
行
っ
た
り
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
上
位
者
の
行
動
の
た
め
の
情
報
シ
ス
テ

ム
と
い
う
色
彩
が
強
く
、
「
早
期
警
告
シ
ス
テ
ム
」
と
で
も
呼
ば
る
べ
き
性
格
を
持
っ
た
シ
ス
テ
ム
と
な
ろ
う
。
㈲
業
績
測
定
シ
ス
テ
ム

は
こ
の
早
期
警
告
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
デ
ー
タ
作
成
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
機
能
を
果
し
て
い
る
。

　
働
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
は
、
上
位
者
の
方
が
下
位
者
よ
り
も
下
位
者
の
と
る
べ
き
行
動
に
関
連
の
あ
る
情
報

に
関
し
て
優
位
に
立
っ
た
時
、
そ
の
情
報
を
下
位
者
に
流
す
よ
う
な
伝
達
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
予
算
編
成
時
に
、
企
業
の
ト
ッ
プ
か
ら
各

部
門
へ
将
来
の
需
要
変
化
等
に
つ
い
て
の
情
報
が
流
さ
れ
る
事
が
あ
る
が
、
そ
れ
な
ど
は
こ
の
上
か
ら
下
へ
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
が
動



い
て
い
る
典
型
的
な
場
合
で
あ
る
。

　
下
位
者
相
互
間
の
情
報
伝
達
も
、
組
織
体
に
於
い
て
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
事
（
そ
れ
が
フ
ォ
ー
マ
ル
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
イ
ン
フ

ォ
ー
マ
ル
な
形
な
の
か
を
間
わ
ず
）
で
あ
る
。
そ
れ
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
が
第
三
番
目
の
タ
イ
プ
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
大
き
な
目
的
は
、
異
な
っ
た
下
位
者
の
行
動
の
間
の
調
整
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
に
あ
る
。
関
係
部
署
の
人
間
の

間
の
合
同
連
絡
会
議
な
ど
は
こ
の
タ
イ
プ
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
の
具
体
例
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
の
組
織
に
於
け
る
稟
議
書
制

度
の
一
つ
の
機
能
は
こ
の
第
三
の
タ
イ
プ
の
情
報
伝
達
に
あ
る
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
。

　
G
D
人
事
考
課
シ
ス
テ
ム
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
多
言
を
要
し
な
い
。
人
事
考
課
の
対
象
は
下
位
者
の
業
績
と
そ
の
背
後
に
あ
る
能

力
で
あ
る
。
こ
の
考
課
の
基
礎
と
し
て
、
㈲
業
績
測
定
シ
ス
テ
ム
が
大
き
な
役
割
を
果
し
、
ま
た
、
人
事
考
課
シ
ス
テ
ム
は
昇
進
と
い
う

事
を
通
し
て
⑥
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
の
一
つ
と
も
な
る
。

　
こ
こ
に
言
う
人
事
考
課
シ
ス
テ
ム
に
は
、
必
ず
し
も
フ
ォ
ー
マ
ル
な
考
課
シ
ス
テ
ム
だ
け
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

な
形
で
行
わ
れ
る
様
々
な
形
で
の
業
績
評
価
、
能
力
評
価
も
含
ん
で
考
え
る
の
が
、
包
括
的
で
あ
ろ
う
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
活
動
と
の
関
連

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
諸
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
な
意
味
に
於
い
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー

ル
機
能
を
果
し
て
い
る
の
か
。
各
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
が
果
す
機
能
を
本
稿
の
前
半
で
述
ぺ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
観

点
か
ら
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
こ
の
小
節
の
目
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の
覚
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究
20

ω
　
認
識
基
準
へ
の
影
響

図5　マネジメント・コントロールの活動
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一
〇
四

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
⑥
～
㈲
の
サ
ブ
．
シ
ス
テ
ム

の
内
、
㈲
責
任
シ
ス
テ
ム
と
㈲
業
績
測
定
シ
ス
テ
ム
は
、

直
接
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
活
動
の
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
他
の
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム

の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ

の
二
つ
を
除
い
た
⑥
～
㈲
の
六
つ
の
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム

が
、
前
節
の
ω
認
識
基
準
の
影
響
活
動
か
ら
圖
選
別
ま

で
の
八
つ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
活
動
と

ど
の
よ
う
な
対
応
関
係
を
持
つ
か
を
示
し
た
の
が
図
5

で
あ
る
。
矢
印
の
実
線
が
、
主
要
な
対
応
関
係
を
示
す
。

点
線
の
関
係
は
、
直
接
的
で
は
な
い
が
、
重
要
な
対
応

関
係
を
示
す
。

　
こ
の
図
5
を
基
に
し
て
、
各
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
と
活
動
と
の
対
応
関
係
の
論
議
を
中
心
に
、
以
下
の
話
を
進
め
た
い
。

　
ま
ず
、
⑥
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
が
、
⑤
結
果
へ
の
影
響
を
そ
の
最
大
の
直
接
的
機
能
と
す
る
事
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
下
位
者

の
取
る
行
動
が
、
彼
に
と
っ
て
ど
ん
な
結
果
を
も
た
ら
す
か
を
決
定
す
る
の
が
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
以
上
、
当
然
で
あ
る
。

　
と
同
時
に
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
の
「
結
果
へ
の
影
響
活
動
」
の
蓄
積
を
通
じ
て
、
下
位
者
の
個
人
的
目
的
そ
の
も



の
に
間
接
的
影
響
を
も
た
ら
す
事
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
下
位
者
に
と
っ
て
は
個
人
的
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
で
あ

る
は
ず
の
「
結
果
」
が
、
手
段
が
目
的
化
す
る
と
い
う
人
間
行
動
の
一
つ
の
特
性
に
よ
っ
て
、
次
第
に
「
目
的
」
と
化
し
て
行
っ
て
し
ま

う
事
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
を
長
期
間
用
い
る
事
に
よ
っ
て
、
究
極
的
に
は
「
個
人
的
目
的
へ
の
影

響
」
が
起
る
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
「
、
、
、
ス
」
（
失
敗
）
は
許
さ
れ
な
い
が
、
成
功
は
そ
れ
程
プ
ラ
ス
の
結
果
を
本
人
に
も
た
ら
さ
な
い
と
言
う
よ
う
な
減
点
主
義

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
．
シ
ス
テ
ム
の
下
で
長
期
間
働
い
て
い
る
下
位
者
に
と
ワ
て
、
「
ミ
ス
を
し
な
い
事
」
自
体
が
個
人
的
目
的
に
転
化

す
る
事
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
の
「
目
的
へ
の
影
響
機
能
」
が
間
接
的
に
働
い

て
い
る
一
つ
の
例
で
あ
る
。

　
④
目
標
設
定
シ
ス
テ
ム
が
持
つ
最
大
の
機
能
は
、
ω
認
識
基
準
へ
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
あ
る
事
業
期
間
の
下
位
者
の
行
動
目
標
、
業
績

の
達
成
目
標
の
設
定
に
よ
っ
て
、
彼
が
そ
の
期
間
に
権
限
委
譲
さ
れ
た
業
務
活
動
を
行
う
際
に
、
そ
の
業
務
の
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
必
要
性

を
認
識
す
る
基
準
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
当
初
に
設
定
さ
れ
た
目
標
水
準
の
達
成
を
大
き
な
目
安
と
し
て
、
そ
の
達
成
が
危
う
く
な

り
そ
う
な
揚
合
に
は
よ
り
多
く
の
努
力
の
傾
注
を
す
る
よ
う
な
行
動
を
下
位
者
は
取
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
目
標

設
定
シ
ス
テ
ム
の
ポ
イ
ン
ト
は
下
位
者
の
「
注
意
の
焦
点
」
を
適
切
な
個
所
に
集
め
、
そ
れ
を
彼
の
行
動
の
必
要
性
の
認
識
基
準
に
せ
し

め
る
所
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
目
標
設
定
は
、
通
常
は
上
位
者
と
下
位
者
の
間
の
相
互
作
用
（
例
え
ぱ
話
し
合
い
）
の
結
果
と
し
て
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
上

位
者
は
下
位
者
に
対
し
て
設
定
さ
れ
る
目
標
の
水
準
だ
け
で
な
く
、
目
標
の
種
類
に
も
影
響
を
与
え
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、

　
　
　
　
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の
覚
書
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セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
管
理
者
は
、
そ
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
今
期
の
目
標
と
し
て
、
売
上
高
目
標
、
新
規
顧
客
の
開
拓
率
目
標
、
従
来
か
ら
の

顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
目
標
、
同
業
他
社
の
動
向
調
査
と
い
う
目
標
、
等
凌
の
様
々
な
目
標
の
中
か
ら
、
今
期
の
重
点
目
標
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
、
更
に
そ
の
目
標
の
達
成
水
準
を
設
定
す
る
、
と
い
う
事
を
や
る
の
で
あ
ろ
う
。
目
標
の
水
準
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
種
類
に
つ
い

て
も
影
響
を
及
ぼ
す
訳
で
あ
る
。

　
目
標
の
種
類
そ
の
も
の
の
選
択
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
に
よ
り
、
上
位
者
は
下
位
者
の
選
択
行
動
（
業
務
執
行
プ
ロ
セ
ス
中
の
）
の
代
替

案
に
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
す
事
に
な
る
。
設
定
さ
れ
る
目
標
の
種
類
如
何
に
よ
っ
て
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
考
え
る
代
替
案
に
か
な
り
の
差

が
出
て
来
る
事
は
、
右
の
例
か
ら
も
知
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
目
標
設
定
シ
ス
テ
ム
の
第
二
の
機
能
は
⑥
代
替
案
へ
の
影
響
活
動
で

あ
る
。

　
代
替
案
へ
の
影
響
は
、
単
に
設
定
さ
れ
る
目
標
の
種
類
の
如
何
ば
か
り
で
な
く
、
設
定
さ
れ
る
目
標
の
水
準
に
よ
っ
て
も
起
る
で
あ
ろ

う
。
例
え
ば
、
売
上
高
伸
び
率
目
標
を
3
0
％
と
与
え
ら
れ
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
と
っ
て
は
、
生
や
さ
し
い
セ
ー
ル
ス
マ
ン
活
動
の
手
段
は
、

考
慮
す
べ
き
代
替
案
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

　
目
標
設
定
シ
ス
テ
ム
は
、
圖
目
的
へ
の
影
響
と
い
う
間
接
的
機
能
を
も
持
つ
で
あ
ろ
う
。
同
種
類
の
目
標
を
常
に
重
点
目
標
と
す
る
事

に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
下
位
者
の
個
人
的
目
的
に
転
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
基
本
的
な
論
理
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
．
シ
ス
テ

ム
の
間
接
的
影
響
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
目
的
へ
の
影
響
が
非
常
に
強
力
な
影
響
手
段
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
間
接
的
機
能
を
最
も
重
視

し
た
目
標
設
定
シ
ス
テ
ム
の
設
計
の
仕
方
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
㈲
標
準
業
務
手
続
が
自
己
の
担
当
業
務
に
つ
い
て
（
部
分
的
に
せ
よ
）
存
在
す
る
よ
う
な
下
位
者
に
と
っ
て
、
そ
の
業
務
手
続
に
従
え



ば
、
ど
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
る
べ
き
か
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
於
い
て
、

標
準
業
務
手
続
シ
ス
テ
ム
は
、
下
位
者
の
ω
認
識
基
準
へ
の
影
響
を
、
行
動
の
必
要
性
の
指
定
書
を
与
え
る
と
い
う
形
で
行
い
、
ま
た
回

代
替
案
へ
の
影
響
を
、
そ
の
状
況
の
下
で
取
る
べ
き
代
替
案
の
指
定
書
を
与
え
る
と
い
う
形
で
行
っ
て
い
る
。
図
5
に
於
い
て
、
＠
か
ら

出
て
い
る
二
つ
の
実
線
の
意
味
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
更
に
、
標
準
業
務
シ
ス
テ
ム
は
間
接
的
に
㈲
能
力
へ
の
影
響
活
動
を
も
行
う
と
考
え
ら
れ
る
。
定
め
ら
れ
た
業
務
手
続
に
従
う
事
に
よ

り
、
下
位
者
に
は
何
が
最
適
な
行
動
か
を
判
断
す
る
能
力
は
必
要
と
さ
れ
な
く
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
下
位
者
の
持
つ
能
力
そ
の
も
の
を

改
善
す
る
事
に
は
な
ら
な
い
が
、
下
位
者
の
能
力
の
補
完
を
こ
の
業
務
手
続
シ
ス
テ
ム
が
行
っ
て
い
る
事
に
な
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
例

え
れ
ぱ
、
内
部
記
憶
の
能
力
増
強
で
は
な
く
、
外
部
記
憶
装
置
を
付
加
す
る
事
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
の
能
カ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
事

と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
い
て
、
⑥
標
準
業
務
手
続
シ
ス
テ
ム
は
間
接
的
に
㈲
能
力
へ
の
影
響
機
能
を
果
し
て
い
る
事
に
な
る
の

で
あ
る
。

　
ω
教
育
シ
ス
テ
ム
の
機
能
が
、
下
位
者
の
圖
個
人
的
目
的
お
よ
び
樹
能
力
へ
の
影
響
に
あ
る
事
は
既
に
再
三
述
べ
た
事
で
あ
る
。
目
的
、

能
力
と
い
う
下
位
者
の
個
人
的
属
性
に
影
響
を
与
え
る
シ
ス
テ
ム
だ
け
に
、
そ
の
成
功
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
大
き
な
効

果
を
も
た
ら
す
事
と
な
ろ
う
。

　
⑧
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
情
報
の
流
れ
が
、
下
位
者
か
ら
上
位
者
へ
の
揚
合
、
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
の
揚
合
、
下
位
者

相
互
間
の
揚
合
、
の
三
つ
の
ケ
ー
ス
を
考
え
た
。
ま
ず
、
下
位
者
か
ら
上
位
者
へ
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
を
帥
と
呼
べ
ば
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
の
機
能
は
基
本
的
に
は
上
位
者
の
意
思
決
定
の
た
め
の
情
報
提
供
で
あ
る
。
そ
の
意
思
決
定
が
下
位
者
に
権
限
委
譲
の
行
わ
れ
て
い
る
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業
務
プ
・
セ
ス
ヘ
の
直
接
介
入
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
揚
合
、
図
3
の
よ
う
な
枠
組
に
於
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
活
動
の

た
め
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
す
る
事
と
な
る
。

　
し
か
し
、
上
位
者
の
意
思
決
定
に
、
特
に
直
接
介
入
に
つ
い
て
の
意
思
決
定
だ
け
で
は
な
く
、
下
位
者
に
権
限
委
譲
し
て
い
な
い
種
類

の
意
思
決
定
（
例
え
ば
企
業
の
ト
ッ
プ
に
と
っ
て
の
経
営
戦
略
上
の
意
思
決
定
あ
る
い
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
．
シ
ス
テ
ム
の
設
計
、
シ

ス
テ
ム
修
正
に
つ
い
て
の
意
思
決
定
）
も
あ
り
得
る
。
従
っ
て
、
下
位
者
か
ら
上
位
者
へ
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
機
能
に
は
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
活
動
に
関
連
す
る
も
の
と
し
な
い
も
の
と
が
あ
る
事
と
な
る
。
そ
の
内
で
、
関
連
す
る
も
の
が
、
「
早
期
警
告
シ

ス
テ
ム
」
と
で
も
呼
ぶ
ぺ
き
上
位
者
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
情
報
に
つ
い
て
の
も
の
で
、
こ
の
対
応
関
係
が
図
5
の
ω
直
接
介
入
と
⑧
情

報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
間
の
矢
印
で
示
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
と
下
位
者
相
互
間
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
主
た
る
機
能
は
、
図
3
の
よ
う
な

枠
組
で
考
え
ら
れ
て
い
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
た
め
の
③
情
報
へ
の
影
響
活
動
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ア
一
の
二
種
類
の

情
報
伝
達
は
、
情
報
の
被
伝
達
者
が
伝
達
さ
れ
た
情
報
を
用
い
て
よ
り
適
切
と
思
わ
れ
る
意
思
決
定
を
行
う
事
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

　
恐
ら
く
、
直
接
介
入
の
為
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
で
は
下
位
者
の
業
績
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
情
報
が
伝
達
の
主
要
な
対
象
と
な
り
、
情

報
影
響
の
た
め
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
に
於
い
て
は
主
と
し
て
環
境
に
関
す
る
情
報
が
伝
達
さ
れ
る
事
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
．
】
の
二
つ
の

タ
イ
プ
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
は
・
そ
の
機
能
も
、
ま
た
伝
達
さ
れ
る
情
報
の
種
類
も
か
な
り
異
な
る
事
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
最
後
の
G
D
人
事
考
課
シ
ス
テ
ム
の
主
た
る
機
能
は
明
白
で
あ
る
。
圖
選
別
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
為
の
情
報



提
供
で
あ
る
。
こ
の
対
応
関
係
が
図
5
で
実
線
で
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
人
事
考
課
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
れ
が
選
別
（
そ
れ
に
よ
る
下
位
者
の
降
格
、
昇
進
）
に
直
接
的
に
結
び
付
き
、
ま
た
そ
の
選
別
の
結
果

が
組
織
内
の
人
間
に
と
っ
て
大
き
な
利
害
の
対
象
と
な
る
事
か
ら
、
間
接
的
に
下
位
者
の
取
る
行
動
の
㈲
結
果
へ
の
影
響
と
い
う
機
能
を

持
つ
に
至
る
。
こ
の
影
響
の
程
度
は
、
か
な
り
強
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
図
5
で
は
点
線
で
対
応
関
係
を
示
し
て
お
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
＠
～
㈲
の
六
つ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
の
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
ω
～
㈲
の
八
つ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
．
コ
ン
ト
・
ー
ル
活
動
と
関
連
さ
せ
て
考
察
さ
せ
て
み
る
と
、
マ
ネ
ジ
〆
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
は
二
つ
の
大
別
で
き

る
部
分
が
あ
る
事
が
わ
か
る
。

　
一
つ
は
、
「
上
位
者
に
よ
る
」
影
響
活
動
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
⑥
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
、
④
目
標
設
定
シ
ス
テ
ム
・
＠
標

準
業
務
手
続
シ
ス
テ
ム
、
ω
教
育
シ
ス
テ
ム
、
⑧
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
一
部
（
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
、
下
位
者
相
互
間
の
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
）
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
図
5
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ω
～
㈲
の
影
響
活
動
と
直
接
的
対
応
関
係
を
持
つ
シ
ス
テ
ム
は
全
て
＠

か
ら
⑧
の
一
部
ま
で
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
部
分
は
、
「
上
位
者
の
た
め
の
」
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
⑧
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
一
部
（
下
位
者
か
ら
上
位
者
へ

の
早
期
警
告
シ
ス
テ
ム
）
と
G
D
人
事
考
課
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
．
）
の
二
つ
の
部
分
の
各
々
が
、
第
三
節
で
述
ぺ
た
上
位
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
活
動
の
二
つ
の
タ
イ
プ
（
下
位
者
へ
の

権
限
委
譲
を
前
提
と
し
た
上
で
の
影
響
活
動
と
権
限
委
譲
そ
の
も
の
に
関
わ
る
上
位
者
の
行
動
）
に
ピ
ッ
タ
リ
と
一
致
す
る
の
は
論
理
の
筋
道
と
し

て
当
然
の
事
で
あ
る
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
i
ル
の
た
め
に
組
織
が
様
々
な
経
緯
を
経
て
作
り
出
し
て
き
た
諸
制
度
も
・
そ
の
中
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．
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に
あ
る
程
度
の
パ
タ
ー
ン
を
識
別
す
る
事
は
可
能
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
事
実
は
、
影
響
、
直
接
介
入
、
選
別
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
三
分
法
が
、
現
実
の
諸
制
度
を
説
明
す
る
上
で
か
な
り
の
有
効
性
を
持
つ
事
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ

る
。

六
　
結

　
第
三
節
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
・
ー
ル
活
動
の
分
類
の
枠
組
、
第
四
節
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
分
類
、

等
の
分
析
の
枠
組
作
り
の
究
極
の
意
図
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
現
実
の
経
営
管
理
の
プ
・
セ
ス
や
制
度
を
見
る
際
の
視
点
の
提
供
で
あ
り
、

よ
り
現
実
を
理
解
し
易
く
す
る
事
に
あ
る
。

　
現
実
の
管
理
の
諸
制
度
は
複
雑
な
も
の
で
あ
り
、
恐
ら
く
一
つ
の
制
度
が
前
節
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
．
コ
ン
ト
・
ー
ル
．
シ
ス
テ
ム
の
サ

ブ
・
シ
ス
テ
ム
の
い
く
つ
か
の
機
能
を
同
時
に
果
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
於
い
て
、
複
合
シ
ス
テ
ム
と
し
て
理
解
す
る
事

が
、
前
節
ま
で
の
枠
組
を
使
お
う
と
す
る
際
に
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
例
え
ば
、
経
営
計
画
の
制
度
は
、
目
標
設
定
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
機
能
を
主
と
し
、
同
時
に
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
機
能
を
果

し
て
い
る
事
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
予
算
管
理
制
度
も
、
目
標
設
定
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
同
時
に
予
算
の
達
成
と
い
う
点
に
強
調

の
あ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
と
も
な
り
、
ま
た
人
事
考
課
シ
ス
テ
ム
の
べ
ー
ス
の
一
部
と
な
る
業
績
測
定
シ
ス
テ
ム
を
も
そ
の

内
に
含
む
も
の
と
解
す
事
が
出
来
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
・
現
実
の
管
理
の
諸
制
度
の
持
つ
複
合
的
機
能
の
解
明
は
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
が
、
本
稿
で
提
示
し
た
よ
う
な
基
礎



的
な
枠
組
の
下
で
そ
の
解
明
が
行
わ
れ
る
事
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
そ
の
解
明
の
際
に
用
い
る
分
析
枠
組
は
本
稿
で
提

示
さ
れ
た
も
の
そ
の
も
の
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
共
通
の
統
一
的
な
」
分
析
枠
組
の
下
で
、
現
実
の
制
度
の
解

明
を
積
み
重
ね
て
行
く
と
言
う
事
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
1
）
　
民
o
o
昇
N
篭
一
肖
、
程
ユ
ρ
○
．
U
o
昌
昌
①
一
ど
㌔
き
§
黛
題
亀
ミ
§
鳶
恥
ミ
鴨
ミ
一
鼠
o
O
β
≦
－
国
－
＝
㌧
一
〇
認
・

　
　
（
2
）
　
U
8
目
F
乞
‘
》
一
W
一
ヨ
げ
o
品
四
昌
山
り
U
①
ヨ
降
ご
q
o
駄
』
も
8
黛
ミ
欝
㍗
旨
貰
8
一
一
詳
団
轟
O
O
始
一
〇
§
・

　
　
（
3
）
田
。
コ
の
‘
ミ
§
轟
§
恥
ミ
9
ミ
ミ
触
冒
。
舅
一
鼠
p
一
。
博
一
・

　
　
（
4
）
　
R
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
『
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
』
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
。

　
　
（
5
）
　
目
弩
一
一
窪
げ
目
β
》
り
9
ミ
こ
ミ
§
9
窓
ミ
畿
ミ
蝋
§
勲
詣
旨
ざ
這
象
・
同
様
な
考
え
方
は
、
H
・
サ
イ
モ
ン
『
経
営
行
動
』
、
ダ
イ
ヤ
モ

　
　
　
ン
ド
社
、
に
も
色
濃
く
出
て
い
る
。

　
　
（
6
）
　
G
・
ホ
フ
ス
テ
ッ
ド
『
予
算
の
行
動
科
学
』
、
中
央
経
済
社
。

　
　
（
7
）
　
宮
川
公
男
『
意
思
決
定
論
』
、
丸
善
。

　
　
（
8
）
　
J
・
マ
ー
チ
、
H
・
サ
イ
モ
ン
『
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
ズ
』
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
第
3
章
、
に
も
類
似
の
議
論
が
や
や
異
な
っ
た
観
点

　
　
　
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
　
（
9
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
経
営
計
画
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
（
宮
川
公
男
編
『
経
営
計
画
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
現
代

　
　
　
経
営
学
全
集
、
近
刊
）
に
詳
し
い
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
二
年
一
二
月
三
日
　
受
理
）

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の
覚
書




